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　一般財団法人地域創造では、地域における創造的な文化・芸術活動のための環境づくり
を目的として、地方公共団体等との緊密な連携の下に、人財育成、情報提供、調査研究な
どの事業を実施しています。
　これらの事業の一環として、地域創造では平成10年度から「公共ホール音楽活性化事業」
（通称：おんかつ）を実施しています。
　この事業は、全国オーディションで選ばれたクラシック音楽のアーティストと専門家の
コーディネーターを公共ホールに派遣し、アーティストとホールが共同で企画した学校・
福祉施設等での地域交流プログラムと、ホールでのコンサートを実施するものです。地域
創造では、本事業を通じて、公共ホールの利活用やホールスタッフの企画・制作能力の向
上、創造性豊かな地域づくりを支援しています。
　この報告書は、全国10団体との共催により実施された令和６年度「公共ホール音楽活性
化事業」の各地の取り組みを取りまとめたものです。報告書の中では、実施団体からの報
告に加え、担当者の事業を実施しての成果や反省点・課題を掲載しています。また、各団
体に派遣されたコーディネーターのレポートを掲載し、事業に関係して気付いた点や企画・
制作のノウハウや事業を実施する過程において生じた様々な課題や問題点をケーススタ
ディとして記録するように努めました。
　この報告書が公共ホールで自主事業に取り組む方の参考となり、企画・運営のお役に立
てば幸いです。
　終わりに、この事業を主体的、積極的に実施していただいた実施団体、各地域に寄り添っ
たプログラムを実施していただいたアーティスト、事業の実施にあたり貴重なアドバイス
やご尽力をいただいたコーディネーター、一般社団法人日本クラシック音楽事業協会、そ
の他多くの関係者の皆様方のご協力のもと、令和６年度の事業を終了することができまし
たことに対して、この場をお借りして深く感謝申し上げます。

一般財団法人地域創造

①

はじめに
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第１部
令和６年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
概要
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１　事業趣旨
　全国オーディションで選ばれたクラシック音楽のアーティストと専門家のコーディネーターを、公共
ホールに派遣し、アーティストとホールが共同で企画した学校・福祉施設等での地域交流プログラム（ア
クティビティ）とホールでのコンサートを実施する。また、本事業を通じて、公共ホールの利活用やホー
ルスタッフの企画・制作能力の向上、創造性豊かな地域づくりを支援する。

２　実施内容
（１）実施団体　全国10団体
　 　�　　　　　※�地方公共団体または指定管理者等。原則として都道府県と政令指定都市及びそれら

が関わる指定管理者は除く。

（２）研修事業　①全体研修会
　　　　　　 　令和６年４月22日（月）～ 24日（水）／一般財団法人地域創造、トッパンホール
　　　　　　 　開催地の公共ホール・企画担当者等を対象とした研修。
　　　　　　 　②個別研修の実施
　　　　　　　 �広報を始める前の段階（公演２、３ヵ月前）に担当コーディネーターが現地での事前

打ち合わせを行い、事業の円滑な実施のための助言を行った。

（３）公演事業　公演事業の実施（全国10地域）　令和６年10月～令和７年２月
　　　　 　　　�登録アーティストと共演者を数日間の日程で地域に派遣し、開催地の公共ホールとの

共催でコンサートおよびアクティビティを実施した。
　　　　 　　　①　コンサート　　　　身近で、親しみのあるクラシック演奏会
　　　　 　　　②　アクティビティ　　�出前コンサート、レクチャー、ワークショップ等地域との交

流を図るプログラム

３　経費負担
　一般財団法人地域創造と開催地の地方公共団体等との経費区分は下記の通りとした。
（１）一般社団法人地域創造が負担する主な経費
　　 �①演奏家及びコーディネーターの派遣に係る経費
　 　�（演奏家の出演料、交通費（現地移動費を除く）、宿泊費、日当、楽器運搬費、保険料（演奏家）、

演奏家派遣に関するマネジメント料）
　　 �②地域との交流を図るプログラムの実施に係る経費のうち10万円を負担

（２）開催地の地方公共団体等が負担する主な経費
　　 �演奏家の派遣に係る経費以外に係る経費（現地移動費、舞台制作費、広報宣伝費、全体研修会へ

の参加旅費など）

４　主催・共催等
　　主　　催：開催地の地方公共団体等
　　共　　催：一般財団法人地域創造
　　制作協力：一般社団法人日本クラシック音楽事業協会

令和６年度公共ホール音楽活性化事業　実施概要
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１　令和５・６年度登録アーティスト
　今田　篤　　　（ピアノ）	 株式会社ミリオンコンサート協会
　水谷　桃子　　（ピアノ）	 MIYAZAWA＆Co.
　上田　純子　　（ソプラノ）	 株式会社二期会21
　西村　悟　　　（テノール）	 株式会社ジャパン・アーツ
　閑喜　弦介　　（クラシック・ギター）	 �新演コンサート／株式会社カモシ

タピアノ
　カメハ　　　　（パーカッションデュオ）	 株式会社ノジリスタジオ
　モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏） 　株式会社プロ アルテ ムジケ

２　コーディネーター
　赤木　舞　　　（武蔵野音楽大学 准教授）
　菊地　俊孝　　（一般財団法人日本民間公益活動連携機構 プログラム・オフィサー）
　桜井　しおり　（�一般社団法人IROHAMO おとみっくアーティスト・ディレクター、東京文化会館

ワークショップ・リーダー）
　佐藤　良子　　（静岡文化芸術大学 文化政策学部 准教授）
　多田　淳之介　（演出家、東京デスロック主宰、リージョナルシアター事業派遣アーティスト）
　三浦　幸恵　　（�公益財団法人東京都歴史文化財団（舞台制作担当／令和６年度東京都行政実務研修

員・東京都生活文化スポーツ局文化振興部勤務））
　仕田　佳経　　（一般財団法人地域創造 ディレクター）

３　サブコーディネーター
　酒井　雅代　　（�東京藝術大学国際芸術創造研究科 博士課程／東京藝術大学キュレーション教育研究

センター コーディネーター）
　田口　正夫　　（公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 係長）
　古橋　果林　　（�音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージックコ

ミュニケーション専攻助手）
　間杉　直子　　（合同会社STUDIO SHOWBOAT代表（プロデューサー、ドラマターグ））

４　アシスタント
　加賀　茅捺　　（公益財団法人豊橋文化振興財団 穂の国とよはし芸術劇場PLAT 事業制作部）

５　アドバイザー
　大澤　寅雄　　（合同会社文化コモンズ研究所　代表・主任研究員）

令和６年度公共ホール音楽活性化事業
登録アーティスト／コーディネーター／実施団体
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６　実施団体
No 都道府県 市町村 実施団体 実施会場 実施日 アーティスト コーディネーター

1 福 島 県 西郷村
（にしごうむら） 西郷村教育委員会 西郷村文化センター

令和６年11
月28日（木）
～ 30日（土）

今田　篤 桜井　しおり
間杉　直子

2 長 野 県 飯山市
（いいやまし） 飯山市・飯山市教育委員会 飯山市文化交流館なちゅら

令和６年11
月６日（水）
～８日（金）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

菊地　俊孝
酒井　雅代

3 静 岡 県 袋井市
（ふくろいし） 袋井市文化協会グループ 袋井市月見の里学遊館

令和７年２
月６日（木）
～８日（土）

カメハ 赤木　舞
間杉　直子

4 滋 賀 県 長浜市
（ながはまし）

公益財団法人長浜文化スポーツ振
興事業団 木之本スティックホール

令和６年11
月28日（木）
～ 30日（土）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

多田　淳之介
田口　正夫

5 兵 庫 県 福崎町
（ふくさきちょう） 福崎町 福崎町エルデホール

令和６年10
月２日（水）
～５日（土）
４日（金）は
休息日

西村　悟 仕田　佳経
間杉　直子

6 島 根 県 安来市
（やすぎし） AJ共同事業体 安来市総合文化ホール　

アルテピア

令和６年11
月21日（木）
～ 23日（土
祝）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

仕田　佳経
加賀　茅捺

7 徳 島 県 勝浦町
（かつうらちょう） 勝浦町

勝浦町農村環境改善セ
ンター

令和６年11
月７日（木）
～ 10日（日）
９日（土）は
休息日

西村　悟 佐藤　良子

8 高 知 県 香南市
（こうなんし） 香南市 香南市夜須公民館

令和６年12
月５日（木）
～７日（土）

閑喜　弦介 三浦　幸恵
加賀　茅捺

9 熊 本 県 荒尾市
（あらおし） 中央設備 ステージ・ラボ共同体 荒尾総合文化センター

令和７年１
月30日（木）
～２月１日
（土）

モデトロ・
サクソフォン・
アンサンブル

桜井　しおり
古橋　果林

10 熊 本 県 宇土市
（うとし） NPO法人宇土の文化を考える市民の会 宇土市民会館

令和６年11
月14日（木）
～ 16日（土）

閑喜　弦介 菊地　俊孝
田口　正夫
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１　概要
　令和６年度の実施団体担当者を対象として、当事業の基本的な考え方、過去の事例紹介などのゼミを
開催した。２日目には登録アーティストによる演奏とトークのプレゼンテーションと交流会を実施し、
最終日はグループに分かれて企画検討会議及び発表を行った。

２　参加者
　　令和６年度事業実施団体　担当者

３　日程
　　令和６年４月22日（月）～ 24日（水）（３日間）

４　会場
　　４月22日（月）、23日（火）午前、24日（水）：一般財団法人地域創造 会議室
　　４月23日（火）午後：トッパンホール

５　実施団体研修スケジュール
４月22日（月）

時間 会場：地域創造　会議室

13：00 ～ 13：20 開講式・オリエンテーション

13：30 ～ 15：00
ワークショップ
　多田 淳之介

休憩（10分）

15：10 ～ 15：55
“おんかつ” とは
　仕田佳経

15：55 ～ 16：25
事業概要・実務説明
　地域創造

休憩（10分）

16：40 ～ 17：25
事例紹介～事業担当者編～
　田村恵里（広島県海田町）、桜井しおり

休憩（５分）

17：30 ～ 18：00
事業担当者の役割
　菊地俊孝

４月23日（火）
時間 会場：地域創造　会議室／トッパンホール

10：00 ～ 11：30
ホールと地域の仲を取り持つ『おんかつ』
　大澤 寅雄

昼食休憩（60分）

12：30 ～ 13：45 グループワーク～これまでのゼミを振り返って～
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

13：45 ～ 14：00
プレゼンテーションの聴き方
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

移動（60分）

令和６年度公共ホール音楽活性化事業　全体研修会実施概要
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15：00 ～ 18：25

2023-2024年度登録アーティスト公開プレゼンテーション
　カメハ　　　（パーカッションデュオ）
　上田　純子　（ソプラノ）
　水谷　桃子　（ピアノ）
　　　　　　休憩（20分）
　モデトロ・サクソフォン・アンサンブル　（サクソフォン四重奏）
　西村　悟　　（テノール）
　　　　　　休憩（10分）
　閑喜　弦介　（クラシック・ギター）
　今田　篤　　（ピアノ）

休憩（35分）

19：00 ～ 20：15 交流会

４月24日（水）
時間 会場：地域創造　会議室

10：00 ～ 12：00
グループ別企画検討
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

昼食休憩　（60分）

13：00 ～ 15：00 企画発表～フィードバック
　赤木 舞、菊地 俊孝、桜井 しおり、佐藤 良子、多田 淳之介、三浦 幸恵、仕田 佳経

15：00 ～ 15：10 事務連絡

15：10 閉講式
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令和６年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
事例紹介・レポート
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アクティビティ
タイトル：羽太小学校アウトリーチ
期　　日：令和６年11月28日　10：35 ～ 11：20
会　　場：西郷村立羽太小学校　体育館
参 加 者：全校生　48名
　１～６年生の合計でも48名の小規模校ということもあり、全校
生を対象に実施。
　最初は演者・子どもたち両者とも緊張していたが、今田さんの
実体験を交えたＭＣや演奏により、徐々に笑顔が見られるように。
『魔王』や『子犬のワルツ』では、情景を思い浮かべながら聴くこ
とを促され、子どもたちも様々なイメージを持って聴き入ってい
た。最後の演奏後には、地域の方々から「ブラボー！」の声も聞
こえ、大盛況に終わった。

タイトル：太陽の国インリーチ
期　　日：令和６年11月28日　14：00 ～ 14：45
会　　場：西郷村文化センター　大研修室
参 加 者：�福島県社会福祉事業団　太陽の国管理センター� �

入所者・職員　36名
　社会福祉施設「太陽の国」の入所者・職員を村文化センターに
招き実施。
　普段は音楽や芸術に触れる機会の少ない入所者たちは、今田さ
んの超絶技巧に圧倒され、真剣な眼差しで演奏に耳を傾けていた。
　終盤には、今田さんに促され、ピアノに触れられるほどの距離
に接近。絶え間なく動く指先や鍵盤に興味津々で、プロが奏でる
本物の音楽を身体全体で楽しんでいた様子だった。

タイトル：米小学校アウトリーチ（６年生）
期　　日：令和６年11月29日　10：40 ～ 11：25
会　　場：西郷村立米小学校　音楽室
参 加 者：６年生　42名
　６年生を対象に、音楽室で実施。
　ピアノを中心に同心円状に椅子を並べ、より親近感を感じられ
る配置に。
　各曲の演奏前に、今田さん自身の経験や曲のイメージなどの説
明を受けたことで、子どもたちの想像力が掻き立てられ、笑顔で
聴き入っていた。
　息を吞むほどの大迫力の演奏を体感し、最後には今田さんの伴
奏に合わせ自慢の校歌を合唱。感動にあふれる貴重な音楽体験と
なった。

実施団体：西郷村教育委員会
実施時期：令和６年11月28日（木）～令和６年11月30日（土）
出演アーティスト：今田　篤（ピアノ）
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タイトル：米小学校アウトリーチ（５年生）
期　　日：令和６年11月29日　13：50 ～ 14：35
会　　場：西郷村立米小学校　音楽室
参 加 者：５年生　36名
　５年生を対象に、音楽室で実施。
　今田さんからの提案のもと、椅子を配置せず、最初から床に座
る自由なレイアウトに変更。
　元気で活発な学年、という先生からの前評判通り、リズムに合
わせて体や頭を揺らしたり、終始楽しみながら演奏を直に感じて
いた。
　アクティビティ終了後には、感動のあまり個別で『魔王』の演
奏をリクエストしている児童の姿も見られ、子どもたちにとって
も先生方にとっても特別な時間となった。

コンサート
タイトル：はじめてのクラシック「今田篤ピアノコンサート」
期　　日：令和６年11月30日　14：00 ～ 16：00
会　　場：西郷村文化センター　大研修室
参 加 者：250名
　音楽や芸術に触れる機会の少ない村民向けに、初心者でも楽し
めるようなコンサートを企画した。
　募集開始からコンサート当日にかけて、ロビーで今田さんから
のメッセージと演奏を放映した。その効果もあってか、当日を待
たずにチケット完売、楽しみとのお声掛けを多くいただいた。
　圧倒的な技量による演奏はもちろん、地域の話や自らの熱い思
いを込めたＭＣを受け、笑いあり感動ありの素晴らしいコンサー
トとなった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　本村では2017年以来クラシックコンサートが開催されておらず、日常的に音楽や芸術に触れることの
少ない村民に対し、本物の、生の音楽をお届けしたいという思いで応募した。本事業を通し、本物の音
楽・芸術に出逢うことで、村民の文化芸術の意識の高揚、新たな交流の場になることを目的とした。
　また、アウトリーチでは小学校などへ赴き、西郷村のこれからを担っていく子どもたちが本物の音楽
に触れる機会の提供、普段コンサート等に馴染みのない方々への音楽との出逢いの場の創出をねらいと
した。

②　企画のポイント
　「はじめてのクラシック」と題したように、これまでにクラシックコンサートを経験したことがない
方々へ向けて、誰もが楽しめるようなコンサートを企画した。
　また、当ホールには固定席が存在しないが、そこを利点と考え、演者と観客の距離が近い自由なレイ
アウトで、より迫力を感じられる席配置を考えた。
　アウトリーチにおいても同様に、より近い距離で、本物の音楽を体験してもらうことを目指した。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・コンサート自体の開催が久しぶりであるため、流れや概要を掴むのに苦労した。
・コンサートの開催にあたり、どの層にどんなアプローチをするべきか苦慮した。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�担当コーディネーターや地域創造担当者と、ZOOMやメールなどで相互に確認し合いながら、また
過去の開催状況を参考にしながら、一つずつ処理していくよう努めた。

・�試行錯誤の結果、当初に立ち返り、担当者が全体研修会で出逢った本物の音楽の魅力を、どのように
村民の方々にも届けることができるか。を焦点に置き、クラシックに馴染みのない方が楽しめるコン
サートの企画へとつながった。

⑤　事業を実施しての成果
　村民の方々が、私たちが思っている以上に、音楽や芸術に触れる機会を求めていることが分かった。
また、村の子どもたちにとっても、生の音楽に触れる大切な機会となり、自分の夢や将来についても考
えを深めるきっかけとなった。
　来場者の中には、普段文化センターを利用しない方の姿も多く見られ、事業内容や広報のあり方によっ
て、新しい層へのアプローチも可能だと改めて感じた。
　また、コーディネーターや担当者のアドバイスのもと、「誰を対象に」「何を訴えるか」を中心に常に
考え続けることの大切さを学ぶことができた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
・�各学校や施設との連絡の際、大まかな内容は決めることができたが、詳細については深く詰めること
ができなかった。

・�コンサートの対象はクラシック初心者の方であったため、観覧のマナーや楽しみ方などをこちらから
提示するなど、今後の開催へ繋げていくための工夫を凝らすべきだった。

ホール担当者の意見・評価
西郷村教育委員会生涯学習課　天倉　采雅
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・�コンサートの来場者について、予想より30代以下のお客様が少なく、小中学生及び若年層へのアプロー
チに関して不十分だったと感じた。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　コンサート当日に実施したアンケートを見ると、大変満足したとの声が多く、開催側としては大きな
喜びを感じた。その反面、「もっとコンサートを開催してほしい」との意見も多くいただき、村民に満
足のいく機会の提供ができていない現状も再確認した。
　村内において、大規模で音楽コンサートなどの事業を開催できるのは当館のみであるため、今回のみ
ならず、様々な形で文化・芸術に触れる場を提供することの社会的意義を意識していくことが必要だと
感じた。今後とも、従来の利用者に加え、新たな利用者層の拡大にも目を向け、公民館運営に携わって
いきたい。
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<初めに>
　福島県西郷村の人口は21,200人、老年人口比率が福島県内では最も高齢者割合の低い自治体でもある。
最寄りの新白河駅まで新幹線が通っていることもあり、東京まで新幹線通勤する人もいるという。また
子供を非常に大事にする自治体の方針から、若い家族の移住も増えているそうである。（美味しいと評
判の給食は評判通り美味しかった。東北は家庭の味付けが濃いので、わざと薄味にしているらしい。）
今回訪れた西郷村文化センターのホールは西郷村教育委員会が管理している施設である。普段は村のイ
ベントや健康診断の会場にも使われ、非常に幅広い用途で利用されている。ただ、ホールに置かれてい
るピアノがプロに利用されたことはなかった。今回そのピアノを弾くアーティストが今田篤である。
　ホールの若手の天倉さんが非常に今田さんの音に感銘を受け、今回の企画が決まった。本事業ではホー
ルを利用したインリーチとして、福祉施設の太陽の国、アウトリーチとして羽太小学校、米小学校を対
象にアクティビティを行い、最後にホールでコンサートを開催することとなった。

<アクティビティ>
　アクティビティの構成はストレートに楽曲とトークを交互に行うものである。「献呈」「魔王」「子犬
のワルツ」「幻想即興曲」「熱情」など今田さんの超絶技巧を生かした選曲となっている。アクティビティ
は特に対象者が小学生が多いこともあり、何故ピアノの練習を頑張るのか、好きなことを頑張ること、
困難を乗り越える方法をご自身の言葉で話していた。今田さんはトークよりも演奏でご自身を語られる
タイプではあるが、トークもアクティビティの回を重ねるたびにブラッシュアップしていた。アクティ
ビティ後は毎回フィードバックを行うが、そのフィードバックにご自身が毎回しっかり向き合って、時
間がない中でも自分なりの創意工夫を加え修正してくる姿が非常に印象的であった。

<コンサート>
　コンサート全体の広報・集客に関してはありがたいことに満員御礼となった。早くからチラシ・ポスターを
展開していただき、現地入りしてからもこれでもかというくらい行く先々でコンサートのポスターを拝見した。
　客席の形式は天倉さんサイドの提案でピアノを土間の中央に配置し、360度客席がぐるっと囲むよう
に、いわば円形劇場のように椅子を設置した。お客様全員が今田さんの演奏を近く感じられる良いアイ
デアだったと思う。
　コンサート内容としては、アクティビティでも演奏した「献呈」「魔王」「幻想即興曲」なども挟みな
がら、最後は20分を超えるベートーヴェンのピアノ・ソナタ第23番「熱情」Op.57を演奏したが、村民
の皆様の集中力は全く落ちず、非常によく耳を澄ませて聴いて下さったと思う。終演後も村民の皆様が
積極的に今田さんに感想を伝えてくれている様子が印象的だった。

<終わりに>
　今田さんの演奏、お人柄と西郷村の人々の人柄、村としてのポテンシャルが非常によくマッチしたお
んかつだった。今回は教育委員会ということもあり、子供たちへのアクティビティが多かったが、活動
を終えてみると非常に村民の多くが音楽に関心を寄せており、まだまだ音楽を届けるべき層がいると確
信したし、またこういった活動をぜひ続けていただきたい。
　今田さんは今回でアクティビティに関して数段レベルアップし、ご自身でどんなメッセージを届けて
いきたいか、どんなプログラムをやりたいかが、かなり明確になったのではないかと思われる。今後も
ぜひ活躍を見守り続けていきたいアーティストである。

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT代表（プロデューサー、ドラマターグ））
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アクティビティ
タイトル：おでかけなちゅら
期　　日：令和６年11月６日　10：50 ～ 11：35
会　　場：市立木島小学校　音楽室
参 加 者：６年生　23名
　６年生を対象に音楽体験授業を実施。
　初めて近くで、聴く、見る「サクソフォン」の演奏にそれぞれ
集中して参加していた。
　終了後は、感想や質問もしてくれて良い授業になったと思う。

タイトル：おでかけなちゅら
期　　日：令和６年11月６日　13：30 ～ 14：15
会　　場：市立飯山小学校　第２音楽室
参 加 者：６年生　31名
　６年生を対象に音楽体験授業を実施。
　初めて近くで、聴く、見る「サクソフォン」の演奏にそれぞれ
集中して参加していた。
　おとなしめの生徒が多いように見えたが、それぞれ楽しく体験
学習ができたようだ。

タイトル：おでかけなちゅら
期　　日：令和６年11月７日　10：45 ～ 11：30
会　　場：市立秋津小学校　音楽室
参 加 者：６年生　16名
　６年生を対象に音楽体験授業を実施。
　初めて近くで、聴く、見る「サクソフォン」の演奏にそれぞれ
集中して参加していた。
　今年、オーケストラを鑑賞した経験があり、音楽に対しての興
味が高い子が多いのか、初めから反応が良かった。

実施団体：飯山市・飯山市教育委員会
実施時期：令和６年11月６日（水）～令和６年11月８日（金）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：おでかけなちゅら
期　　日：令和６年11月７日　14：00 ～ 14：45
会　　場：市立戸狩小学校　音楽室
参 加 者：６年生　50名
　６年生を対象に音楽体験授業を実施。
　初めて近くで、聴く、見る「サクソフォン」の演奏にそれぞれ
集中して参加していた。
　来年度統合し、新校となる泉台、常盤、東、戸狩の４校による
合同の体験授業であったが、それぞれ集中して学習ができた。

コンサート
タイトル：�おでかけなちゅら　モデトロ・サクソフォン・アンサ

ンブルコンサート
期　　日：令和６年11月８日　14：00 ～ 15：30
会　　場：市文化交流館なちゅら　大ホール
入場者数：470名
　市内中学校２校の全校生徒を招待して開催。
　クラシック音楽だけではない、モデトロ・サクソフォン・アン
サンブルらしい演奏で観客を魅了した。
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①　応募の動機・事業のねらい
　単なるコンサート開催の自主事業を実施しても集客が伸びない状況から、小中学生を対象とした交流
プログラムを実施することにより、身近に芸術文化にふれる土壌を造成するとともに、館職員の企画・
制作能力向上を図る。

②　企画のポイント
　当市の総合計画の目標のひとつである「未来を拓く子どもたちが育つ共育のまち」を目指す、一つの
事業とし、市内小中学生に上質な音楽を「体験」する場を提供し、子どもたちの将来に向けた夢づくり
の一助に繋げる。また、子育て環境の充実の推進を図るため、本事業を実施。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　市内小中学校の理解、協力を得ること。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　事業の内定を受けた時期から、開催日未定ながらも市内学校長に事業を説明し、理解と協力を得るよ
うしてきた。
　開催日決定後は、書面で学校長、担当へも連絡し、準備を個別に進めた。

⑤　事業を実施しての成果
　学校での芸術鑑賞が、少なくなってきている状況の中、間近に音楽に触れる場所の提供ができ、より
一層音楽に興味を持つ児童が一定程度増えたように思われる。
　また、本公演に中学生を招待したが、コロナの影響から全校、他校の生徒と関わる機会がなくなって
いたことから各校から好評を得た。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　アウトリーチの実施経験のある職員がほぼなく、準備等時間がかかった。今後もアウトリーチ事業を
実施して行く上で、複数の職員で準備、企画、実施ができる体制が必要。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　良質な芸術文化に触れる機会を多くしていくことにより、子育て環境の充実につながり、移住定住の
増加に役立つのではないかと感じた。
　ホールとしてただの貸館、ただ公演を実施するだけでなく、地域での活動の重要性を感じた。

ホール担当者の意見・評価
文化振興部文化交流課　佐藤　恭史
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はじめに
　飯山市は、長野県の北東部に位置する。多くの自然資源に恵まれた地であり、2015年に開通した北陸
新幹線の飯山駅を有し、県外からのアクセスが良い立地である。おんかつの舞台となった文化交流館な
ちゅらは、新幹線の駅から徒歩５分と利便性が高く、信州の木材がふんだんに用いられた設計で、ホワ
イエの大きな窓からは裏山の木々を望むことができ、自然の豊かさに包まれるような心地よさが感じら
れるコンサートホールである。
　本事業の担当は、飯山市教育委員会事務局文化振興部文化交流課の佐藤恭史さん。佐藤さんの企画案
は、飯山市第６次総合計画の基本目標２「未来を拓く子どもたちが育つ共育のまち」に位置付けられる
ものであり、その企図は明快であった。市内の小中学生に上質な音楽を体験する場を提供したい、吹奏
楽部の楽器としても子どもたちに馴染みのあるサクソフォンのプロの奏者を招きたいというものであ
る。本事業では、市内の小学６年生を対象とするアクティビティと、市内の中学生を主な対象とするホー
ル公演が行われた。アーティストは、モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（以下モデトロ）である。

キックオフミーティング
　６月に行われた佐藤さんとのキックオフミーティングでは、ロジスティックな面の確認に加えて、今
回のおんかつを上記の基本目標にどのように位置付けるか、継続実施に向けたアカウンタビリティの確
保をどのようにするかといった点について菊地コーディネーターを中心にディスカッションがなされ
た。また、アーティストとの打ち合わせについては、実施時期が11月と比較的早かったこともあり、下
見に先行してスタートさせることとした。モデトロのメンバー４人それぞれの多様なおんかつに対する
想いやビジョン、またそれぞれが感じている課題を確認、深掘りしながら進められた。

アクティビティについて
　モデトロがデザインしたアクティビティのコンセプトは「夢」。その進行は、まず４人それぞれの人
となりを子どもたちに知ってもらい、ソプラノ、アルト、テナー、バリトンそれぞれのサクソフォンの
楽器の魅力や楽器の構造に触れてもらった上で、彼らのいわば勝負曲であるサクソフォンのために書か
れたデザンクロのカルテットに繋げていくというものであった。プログラムは《ドレミの歌》から開始
され、モデトロのメンバーが子どもの間を練り歩いたり、踊りながら吹いたりと場をあたためてゆく。
時に一人ひとりの子どもとダイレクトなコンタクトをとりながらの進行で、子どもたちの間からは、は
にかんだような笑みや、笑い声が溢れる。続いて楽器紹介が行われる。ここでは、４人それぞれがアニ
メの主題歌や、童謡といった子どもたちに耳馴染みのある曲の一節を吹きながら楽器の紹介をしてゆく。
子どもたちに質問を投げかけたり、子どもたちからの反応をすくいあげたりするインタラクティブな進
行で、音楽と言葉両方を用いながら子どもたちとの間に少しずつ関係性が築かれてゆく時間である。こ
の後に演奏されるのは、《スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス》。「ソプラノ、ア
ルト、バリトン、テナーの順番にソロが続いていく曲」というMCの後に演奏が開始される。続いて、
子どもたちにサクソフォンを実際に触ってもらうというコーナーが設けられる。子どもを４グループに
分け、リードや楽器に直接触れてもらう。各グループでは、楽器の手触りや重さ、リードの質感などを
直に体験してもらいつつ、メンバーが一人ひとりの子どもと言葉によるコミュニケーションをとってゆ
く。後半は、リスト作曲《ハンガリー狂詩曲第二番》、バッハ作曲《主よ人の望みよよろこびよ》、デザ
ンクロ作曲《サクソフォン四重奏曲》より第３楽章の３曲が演奏される。
　《ハンガリー狂詩曲第二番》では、子どもの好きな場所で聴いてもらい、間近で演奏家の身体性、ア

アシスタントレポート
酒井　雅代（東京藝術大学国際芸術創造研究科 博士課程／東京藝術大学キュレーション教育研究センター コーディネーター）
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ンサンブルにおける息づかいや目線の送り方等に触れてもらう。《主よ人の望みのよろこびよ》では、
上記の目に見えるジェスチャー的な側面ではなく、目には見えない部分、心を通わせながら演奏してい
るということに焦点をあてる。最後のデザンクロの《サクソフォン四重奏曲》では、４人がお互いを信
頼し、協力し合わないと奏でることができない曲であることが強調されつつ、バリトンの歌頭さん自身
がモデトロとして活動する中で、「協力することの楽しさ、認め合うことの大切さ」を実感したという
実体験に基づいたエピソードが披露される。曲を聴いてもらうポイントとして、最初はめっちゃカッコ
いい部分、途中静かな部分では、切ないメロディーを吹く「づかさん」を他３人が支える部分、そして
最後は４人で同じリズムを重ねて幕が閉じるという、大まかな曲の構造が教示された後、演奏が開始さ
れる。
　児童を対象としたアンケートの結果、一番印象に残ったこと（曲）としてはデザンクロ作曲《サクソ
フォン四重奏曲》を挙げた児童が最も多く（111名中27名）、僅差で《スーパーカリフラジリスティック
エクスピアリドーシャス》（111名中26名）であった。また、印象に残った理由として、《スーパーカリ
フラジリスティックエクスピアリドーシャス》では、「知っている曲だった」、「演奏会でやったことがあっ
た」、「指の動きが速かった」といった記述が多く見られた。それに対しデザンクロについては、「最初
がすごく迫力があって中盤には静かなメロディーがつづいて最後にピシャっと終わる感じが凄くかっこ
よかった」、「途中の悲しいところもすごくソプラノサックスがきれいで最後の皆がそろっているところ
は、迫力もすごいし音色がきれい」などと、聴いた音楽を言語化する記述、「４つの楽器が様々な音を
出していて音楽の中に入ったような感覚」といったように体験自体を抽象化し、言語化する記述、「４
人全員で息を合わせて弾ききっていてカッコいい」、「今までの努力やチームワークのおかげでできてい
る曲のように感じました」など音楽を通して感じたモデトロのメンバー間の関係性に関する記述等が見
られ、耳馴染みのある曲ではなかったであろうデザンクロを能動的に聴いていた児童が一定数存在した
ことがわかった。

ホール公演について
　ホール公演のプログラムは、「中学生を招待したい」という佐藤さんの意向にどのように答えるか、
佐藤さんの意向に向けてプログラムをどうチューニングするかがキモとなった。
　現地入り後に、コーディネーターから曲目変更をアーティストに相談する場面もあり、最終的なプロ
グラムは、前半に《ドレミの歌》（ロジャース作曲）、《スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドー
シャス》（シャーマン作曲）、《ふるさと幻想曲》（石川亮太編曲）、《シャコンヌ》（バッハ作曲）、後半に
《タンゴ・バレエ》（ピアソラ作曲）、《星に願いを》（ハーレライン作曲）、《燃えよドラゴン》（シフリン
作曲）《日本の四季によるミニチュアシンフォニー》（石川亮太編曲）となった。
　ドレミの歌では、アクティビティ同様に振り付きで演奏され、ソプラノの飯塚さんが曲の途中で舞台
から姿を消し、客席後方扉から再登場するなどの演出がなされた。演奏開始直後から客席からは手拍子
が起こるなど、中学生も楽しんでくれた様子であった。また、後半の《燃えよドラゴン》では、テナー
の森田さんによるかけ声が入ったり、その他の曲でも照明に変化をつけるなど、音楽外の演出の工夫も
なされた内容であった。
　中学生のアンケート結果では、《燃えよドラゴン》を印象に残ったこと（曲）として挙げる生徒が多かっ
た（322人中105人）。印象に残った事柄としては、曲を問わず、照明の演出や、ドレミの歌でのアーティ
ストの動きなどに関する記述が多い結果となった。
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リフレクション
　アクティビティとホール公演のアンケート結果からは、子どもと場を一緒につくるということを試行
錯誤したアクティビティも、ホールスタッフを巻き込みながら演出を工夫したホール公演もどちらも一
定の成果があったと言えるだろう。アクティビティ終了毎に行われた振り返り会では、アーティスト、
ホール担当者、コーディネーター、地域創造それぞれの立場からのフィードバックの交換が行われ、そ
れらが次なるアクティビティやホール公演へと有機的に繋がっていった。クラシック音楽のコンサート
では、プログラムの内容自体に音楽家以外の立場の人々が意見をしたり、コンサートの内容について、
それぞれの専門や立場を越境し、協働的なクリエイションが行われる機会は決して多いとは言えない。
おんかつの振り返り会ににおけるフラットな議論は、アーティストの成長にとっても、ホールスタッフ
の学びにとっても貴重な機会と言えるだろう。
　飯山市のおんかつの進行が準備段階からスムーズだったのは、ひとえに佐藤さんの尽力となちゅらの
ホールスタッフ、飯山市の協力体制があったからであろう。また、モデトロ自身の言葉によれば「モデ
トロ・サクソンフォン・アンサンブル」の「アンサンブル」はメンバーだけではなく、コンサートを一
緒につくる全ての人を意味する。その言葉通り、彼らには関わる全てのスタッフと真摯に向き合い、そ
こから学ぼうという姿勢があった。
　既存のアウトリーチやコンサート形式に留まらずに、今の時代のニーズに沿ったクラシック音楽の上
演形態そのものを再考・再構築していくためには、音楽家として柔軟な発想や対応が求められるだけで
はなく、実験的に新しい試みを面白がれるコンサートホールスタッフの協力が必要となる。飯山市とモ
デトロにはぜひ今後も協働的な挑戦を継続して欲しい。
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アクティビティ
タイトル：打楽器に触れる　月見のパーカッション交流会
期　　日：令和７年２月６日　11：00 ～ 11：45
会　　場：袋井市月見の里学遊館　うさぎホール
参 加 者：学び舎あいまいもこ　10名

　就労移行支援事業、就労継続支援B型事業、就労定着支援事業
として運営している学び舎あいまいもこさんの利用者さんをホー
ルにお呼びしてアクティビティを実施。普段聴く機会のないホー
ルでの音楽を体感してもらう。

タイトル：プロの演奏を見る　月見のパーカッション交流会
期　　日：令和７年２月６日　16：00 ～ 17：10
会　　場：袋井市立周南中学校　音楽室
参 加 者：周南中学校吹奏楽部　46名
　袋井市立周南中学校に赴き、吹奏楽部の部員に向けてアクティ
ビティを実施。
　アンサンブルの難しさや楽しさ、音の揃え方の指南。
　プロの演奏者への質問コーナー。
　翌日はコンサート共演に向けてカメハを交えて練習。

タイトル：動いて楽しむ　月見のパーカッション交流会
期　　日：令和７年２月７日　10：00 ～ 10：45
会　　場：�袋井市月見の里学遊館� �

文字・文／ものづくりのWSR
参 加 者：ぽっかぽっか　44名
　普段から学遊館を利用していただいている０歳から３歳のお子
さんとその親や祖父母たちのグループ。
　ホールでの実施は危険が伴うため、館内の広い部屋にマットを
敷いて実施。
　危険を伴わない程度に子供たちに自由に音楽を体感してもらう。

実施団体：袋井市文化協会グループ
実施時期：令和７年２月６日（木）～令和７年２月８日（土）
出演アーティスト：カメハ（パーカッションデュオ）
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タイトル：心で聴く　月見のパーカッション交流会
期　　日：令和７年２月７日　14：00 ～ 15：00
会　　場：袋井市月見の里学遊館　うさぎホール
参 加 者：ルナグループ　18名
　袋井市文化協会の会員などのご高齢の方々のグループ。
　楽器演奏などの様々な文化的な趣味を持つ方が所属。
　打楽器の魅力やアンサンブルの楽しさを伝える演奏を披露。
　袋井市月見の里学遊館運営団体である袋井市文化協会グループ
の理事長も参加。

コンサート
タイトル：カメハ　パーカッションコンサート
期　　日：令和７年２月８日　14：00 ～ 16：00
会　　場：袋井市月見の里学遊館　うさぎホール
参 加 者：市民の方々　231名
　カメハの二人によるパーカッションだけのコンサート。
　様々な打楽器を駆使した飽きの来ない構成と楽器や楽曲のわか
りやすい説明でクラシック初心者でも楽しめる内容。
　周南中学校吹奏楽部と２曲共演。
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①　応募の動機・事業のねらい
　普段からホールで音楽を聞く機会のない市民の方々にプロの奏者による生の演奏や、ホールで聴く音
楽の素晴らしさを広め、今以上に多くの方にうさぎホールを利用してもらう。

②　企画のポイント
　様々な年代・境遇の方に参加してもらい、間近で迫力ある演奏を体感してもらう。
　コンサートにカメハと周南中学校吹奏楽部の共演を組み込むことで出演生徒の家族や友人を呼び込み
集客を増やす。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　放課後児童クラブや外国の方のための学校などに声をかけたが、時間・場所・人数等の都合が合わず
アクティビティの参加団体がなかなか決定しなかった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　日頃から学遊館を利用してくれているいくつかの団体に声をかけ、アクティビティ参加団体を募った。
　アクティビティの実施場所を学遊館内にすることで特定の建物を持たない団体や普段から利用してく
れている団体が参加しやすくした。

⑤　事業を実施しての成果
　アクティビティに参加してくれたほとんどの方が音楽を楽しんでくれていたようだった。
　コンサートに多くの方が来場された。
　アクティビティに参加者の方々がコンサートも聞きに来てくれた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　自主事業の大きなイベントを近い時期に多く行うスケジュールになってしまっており、別の事業の対
応もあったため限られたメンバーで臨むことになってしまった。
　また、準備日やコンサート日に一般の方の貸館予約が入ってしまっており、余裕がなかった。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　アクティビティに参加してくれた団体だけでなく、それ以外の多くの施設利用者の方々も家族や友人
を誘ってコンサートを観に来場してくれているようだった。自分が良いと思ったものを他の人に勧めた
りもう一度聞きに来てくれるような、人とのつながりを大切にする暖かい人が多く感じた。
　うさぎホールは大きなホールではないが、舞台上の演奏をより良い音でお客様に届けられる場所だと
改めて実感した。もっと多くの方にこのホールの良さが伝わるよう広めていきたい。

ホール担当者の意見・評価
袋井市文化協会グループ　大竹　蒔士
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<初めに>
　今回訪れた静岡県袋井市の月見の里学遊館は文化・スポーツ、また人が集まりコミュニティを構築す
る上で、間違いなく市の中心地と言える場所である。定員383名のうさぎホールと呼ばれる美しいホール、
スポーツ施設や、様々な大きさのアクティビティルームを有し、地域の人たちと一緒に育むイベントや
ワークショップも活気がある。地元の子供や若者達もロビーの机に集い勉強している様子などが頻繁に
見られ、地元のニーズにも合った場所であることがよくわかる。今回おんかつを担当する指定管理者は
長年この場所を管理している袋井市文化協会グループであり、その中でも若手の大竹さんがメイン担当
である。本事業では施設のうさぎホールを利用したインリーチとして、地域の未就学児の運動クラブで
あるぽっかぽっか、中高年の趣味のクラブのルナグループ、福祉施設のあいまいもこ、アウトリーチと
して周南中学校吹奏楽部を対象にアクティビティを行い、最後にうさぎホールでコンサートを開催する
こととなった。
　アーティストはパーカッションデュオ カメハ（以下、カメハ）である。

<アクティビティ>
　今回、対象の４団体すべて年齢も特色も異なる中、カメハは非常に意欲的に違うアクティビティプロ
グラムを構築することに心血を注いでくれたと思う。昨年に引き続きかなりの量の楽器を持ち込んでく
れて、それぞれの楽器の特徴を実際に演奏して見せながら、最終的にアンサンブルとはどういうことな
のか、というのをそれぞれの対象に対して違ったアプローチで伝えてくれた。一番反応がどうなるか読
めなかったのは、ぽっかぽっかの未就学児と保護者だったが、子供達は手遊び歌や「大きな太鼓、小さ
な太鼓」など身振り手振りのあるものによく反応してくれた。また保護者向けに演奏したトロイメライ
などでは、眠ってしまう子供も散見され、これもまた素直な反応の一つと言えるであろう。

<コンサート>
　ホールと周南中学校吹奏楽部の顧問の先生の熱い希望として、カメハと吹奏楽部の共演シーン２曲が
コンサート前半に入れられる形になった。それは大都市に比べて、なかなか練習と出演の機会に恵まれ
ない吹奏楽部を思ってのことである。
　この共演のためのリハをやる為に、正直現地入りしてからの４日間のスケジュール及び本番当日のス
ケジュールはかなりタイトになったが、カメハは非常に積極的に吹奏楽部の中学生たちと交流し、コミュ
ニケーションをとっていた。プロからのアドバイスをほとんど受けたことがない中学生にとっては非常
に刺激になる体験だったと思う。
　コンサート全体の広報・集客に関しては早くからチラシ・ポスター、ホールでの動画放映など動いて
いただき、集客は順調だったようである。
　コンサート内容としては去年のコンサートで演奏した曲も入れ込みつつ、印象としてはかなりガラリ
と変えてきたように思う。「Ghanaia」で客席から登場したり、「Tap Oratory」で電子音と小太鼓で共
演したり、永野雅晴のオリジナル曲や、ドビュッシーの「月の光」など、クラシックの定番も盛り込み
つつ、最後はマリンバとマルチパーカッションの「as one」で終了し、去年より更にカメハの様々な顔
が覗けるコンサートだったように思う。

<終わりに>
　コンサートには老若男女多様な層が見られたが、これまでアクティビティで関わった方達も多く訪れ

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT代表（プロデューサー、ドラマターグ））
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たと思われる。また共演した周南中学校の中学生たちも非常に生き生きとした姿を見せてくれた。中学
生の保護者からも「またこういう企画をやって欲しい」と熱い要望が届いた。おんかつとしては、ある
意味理想的な形態の一つではあったと思う。ただ、本年度を持って、袋井市文化協会グループの指定管
理期間が終了し、新しい団体が４月以降入ることになるそうである。今回袋井市文化協会グループの皆
様が培われたノウハウやコミュニケーションが一度断絶してしまうのが残念でならない。地域のコミュ
ニティにとって、重要なハブとなる施設であるだけに、今後も途絶えることなく文化発信・文化交流し
ていただけることを願っている。
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アクティビティ
タイトル：�モデトロ・サクソフォン・アンサンブルコンサート2024��

～身近で明るく一体感あふれるコンサート～
期　　日：令和６年11月28日　10：00 ～ 10：45
会　　場：いきいきサロンおたっしゃ俱楽部　１階：フロアー
参 加 者：�施設利用者／ 27名
　１階フロアーで開催。前方から「ドレミの歌」を演奏しながら
入場。会場の椅子に座る一人ひとりの間近くでその迫力ある音と
リズムに全員が手拍子で迎えました。
　ほぼ全ての方が初めての経験で戸惑いもある様でしたが、よく
知られている曲目や猫、犬、パンダでの重さ当てクイズ等、興味
と理解が容易になる様に考えられていました。
　巧みな話術と本格的演奏でラスト曲「川の流れのように」では
涙される方もいました。

タイトル：�モデトロ・サクソフォン・アンサンブルコンサート2024��
～身近で明るく一体感あふれるコンサート～

期　　日：令和６年11月28日　14：35 ～ 15：20
会　　場：永原小学校　３階：音楽室
参 加 者：�５年生／ 10名：６年生／ 12名：参加者／ 22名
　教室の後方から「ドレミの歌」を演奏しながら入場。子供たち
が座っている間にアーティストが間近くでサクソフォンを近づけ
聴かせたりと子供たちも自然と照れ笑い。
　サクソフォンの紹介を子供たちが知っているアニメの曲や唱歌
で演奏し且つ、バリトンサクソフォンの重さをあてるクイズなど、
興味を与える企画が考えられていました。
　楽器を持ったり、リード等のパーツを見たり、生の演奏を聴い
たり貴重な体験でした。

タイトル：�モデトロ・サクソフォン・アンサンブルコンサート2024��
～身近で明るく一体感あふれるコンサート～

期　　日：令和６年11月29日　10：00 ～ 10：45	
会　　場：余呉小中学校　１階：音楽室
参 加 者：�４年生／ 13名：５年生／ 13名：参加者／ 26名
　教室の外から「ドレミの歌」を演奏しながら入場。ダイナミッ
クな演奏と近くにこられるアクションに驚きながらキョロキョロ
しアーティスト釘付けになっていました。
　音楽を聴きながら自然と身体が揺れたり、手拍子を打ったりし
て表現している子もいました。「楽器を触ってみよう」ではみんな
興味津々な様子で、リードなどのパーツに触れる内容でも密にアー
ティストと触れ合うことができ、特別な時間となりました。

実施団体：公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団
実施時期：令和６年11月28日（木）～令和６年11月30日（土）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：�モデトロ・サクソフォン・アンサンブルコンサート2024��
～身近で明るく一体感あふれるコンサート～

期　　日：令和６年11月29日　14：00 ～ 14：45
会　　場：伊香高等学校　別館：研修室
参 加 者：�木之本中学生／９名：伊香高校生／６名：参加者／

15名
　地元木之本中学校から吹奏楽部メンバーが参加し実施となりま
した。当初からテスト期間中なので参加者調整が難しく、最初は
生徒同士で緊張もありましたが、開始前会場でアーティストと簡
単なコミニケーションをした後、演奏が始まるとその技術とテン
ポに合わせて積極的に寄ってこられるアプローチで緊張も解れ、
笑い声と笑顔に変わっていきました。「想像してみよう」では、生
徒が真剣に考えている姿が印象的でした。

コンサート
タイトル：�モデトロ・サクソフォン・アンサンブルコンサート2024��

～身近で明るく一体感あふれるコンサート～
期　　日：�令和６年11月30日　14：00 ～ 16：00
会　　場：木之本スティックホール　大ホール
参 加 者：150名
　子供から高齢者の方まで幅広い年齢層の方に来場していただく
ことができました。
　アクティビティで訪れた学校の生徒や先生方、施設で初めて聞
いたと言う利用者やご家族、職員同士など足を運んでくれて声を
掛けていただきました。
　身近で明るいコンサートがモデトロの本格的演奏とカッコ良さ
や人柄で音楽の楽しさが伝わる素晴らしい公演となり、リピート
公演要望も多数いただきました。
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①　応募の動機・事業のねらい
・�毎年市民向けコンサートを実施しているが、参加者は中高齢層が中心で若年層の文化芸術活動への参
加が低いのが一つの課題。併せて、ホール利用率や活用率を上げたいと考えるが、そのノウハウが蓄
積されておらず固有スキルで対応、コンサート等の事業運営の詳細が分からなかった。本事業でコン
サート運営等について学び、ホール活性化と若年層の文化芸術に触れる機会を身近にしたいと思い本
事業に応募した。

②　企画のポイント
・アクティビティでは、ホールの立地条件より先ずは市内より、郊外北部へ目を向け取組んだ。
　「本物の音楽を間近くで体験してもらいたい」と言う思いから、①小中高等学校、②福祉施設に声掛
けを行ない開催場所を決めた。地元の近くにあるホールでコンサートに行き易いようにとも考えた。
　ホールコンサートでは幅広い年齢層の方に「クラシック」を身近に感じてもらえるよう、明るいイメー
ジで楽しんでもらうことを目指した。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・初めての事業のため、アクティビティ先への連絡や説明等に苦労した。
・中学校及び高等学校は同時期、テスト期間と重なっていて中々承諾を得ることが難しかった。
・福祉施設では、前例がないため敬遠され門前払いとなった（忙しいので全くもって相手にされない等）
・コンサート開催に於けるコンセプトを決めきる事に、時間を要した。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・以前、邦楽活性化事業を経験された方に相談しながら、早めに時間を掛けて進めた。
・学校や福祉施設は、粘り強く出向いて承諾を得た。
　（学校は曜日と時間を限定）（福祉施設は統括本部を訪問）
・�コーディネーター等、関係者とのオンラインミーティングを開催しそこで一緒になって考え、シンプ
ルに決めきる事ができた。

⑤　事業を実施しての成果
・�アクティビティ先から「普段、生演奏を身近に聴く機会がないので、有難かったです」とのお声もあ
り、多くの方々に音楽の素晴らしさを改めて感じてもらう場の提供はできたと感じる。

・�コンサートでは、アクティビティ先の生徒や先生、職員の来場が手を振りながら応えてくれた。アー
ティストとのコミニケーションも近くであり、ひと味違う魅力的なコンサートになった。

・�運営ノウハウを構築する上で、地域創造スタッフのアドバイス等いただき貴重な経験を得ることがで
きた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
・�アクティビティ先でのプログラムや、コンサートプログラムなどコーディネーター及びアーティスト
に頼りきりで参画が出来なかった。積極的に入り込み、アプローチの狙いや手段、方法を学ぶ必要が
あった。

・�会場（アクティビティ先：ホール）の具体的な準備や段取りが重要である事が改めて感じた。また、
情報共有は早く、正確に何度もきめ細かく行なう事が大切である事が実感できた。

ホール担当者の意見・評価
（公財）長浜文化スポーツ振興事業団　川崎　真一郎
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⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
・�「クラシックコンサートは敷居が高い」その様な考えを打破するコンサートの一つになったのでない
かと思う。ただコンサートをするだけでは、来場者数増加には中々繋がらない。一つひとつ繋がりが
ある仕掛けづくりを継続して実施していくことが大切であると思った。

・�地域柄や土地柄、根強い人気や流行りの事柄など再度深掘りし、情報を入手しながら「身近なホール」
という意識を高め、色々とチャレンジしていきたい。
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《はじめに》
　滋賀県の北部、いわゆる湖北に位置する長浜市は、古来より北国街道や琵琶湖の水運の要衝として発
展し、平成の大合併により県下２位という大きな市域となった。現在の人口は約110,000人、京阪神と
中京、北陸各地域の結節点として交通の要衝であり続けている。また長浜城や賤ケ岳、姉川古戦場、竹
生島等の歴史的遺産、琵琶湖や伊吹山地等の魅力的な自然景観を有しつつ、北部の余呉は日本有数の豪
雪地帯としても知られている。木之本スティックホールは、公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団
が指定管理者として管理・運営しており、300席のホールのほか多目的室等を有している。
　今回の木之本スティックホールの担当者は川崎真一郎さん、アーティストはモデトロ・サクソフォン・
アンサンブルのみなさん、これまでアクティビティ（アウトリーチ）経験がほとんどない中で、ホール
としての新たな挑戦といえるような内容であった。

《コンセプト》
　今回のコンセプトは「湖北に活力と元気を届けたい」。若き４人が奏でるサクソフォンの明るく華や
かな演奏を、アクティビティ先では身近で楽しんでもらい、ホールでは舞台と客席が一体となって楽し
み、日常の活力や元気に変えてもらうことを目指した。アクティビティは、小学校２校、中高吹奏楽部、
デイサービス（通所介護）施設で実施することとなった。

《アクティビティ》
　アクティビティ①いきいきサロンおたっしゃ倶楽部（デイサービス）：当施設は外部からの受入れが
初めてだったため、楽しみにしつつもやや緊張感がある中でアクティビティが開始された。しかし、モ
デトロの演奏や楽器に触れることを通して、参加者も施設職員も穏やかで楽しい雰囲気に満たされて
いった。終了後も施設職員より「いつもと違った利用者の方の表情がみることができた」、「身近で演奏
を見聴きすることができ、利用者の方にとって良い刺激になったと思う」等の感想があり、とても満足
度の高いアクティビティとなった。

　アクティビティ②長浜市立永原小学校（５-６年）：５、６年生合わせて26名ということもあり２学年
合同で実施。児童数が少なく音楽の授業でも合奏よりも合唱中心となり楽器に触れる機会が少ない子ど
もたちにとって、身近で演奏を聴いたり楽器自体に触れられたりする内容で良い刺激となった。また「信
頼関係のもとで、個性が違う人たちが１つの音楽を奏でるアンサンブルを聴いてもらいたい」というモ
デトロのメッセージは “協力して何かを作り上げる大切さ” という意味で、子どもだけではなく教員に
も深く心に刻まれたように感じる。音楽の魅力だけではなく、人として社会で生きていく上での大切な
ことが伝えられたのではないだろうか。

　アクティビティ③長浜市立余呉小中学校：永原小同様に４、５年生合わせて30名であったため２学年
合同で実施。小中一貫校のため１～４年生、５～中１、中２・３のようなまとまりがあり、４、５年生
が一緒に何かに取り組むこと自体が子どもたちにとっては新鮮な状況だったという。永原小と同様に子
どもたちは集中して演奏を聴いたり、興味津々の様子でサクソフォンに触ってみたりと刺激的な内容を
お届けできた。なお、会場の音楽室は１階かつ中庭に面していたため、モデトロが演奏しながら外から
登場するという演出により、初めから子どもたちのワクワク感を湧きたてることができた。

アシスタントレポート
田口　正夫（公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 係長）
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　アクティビティ④伊香高校・木之本中吹奏楽部：伊香高吹奏楽部は実施時の部員数は１年生３名と非
常に少なく、木之本中吹奏楽部員の方が多い中での実施となった。他の３回とは異なり、楽器に触れる
時間を演奏を聴いてどのようなイメージを持ったかを聞いていく内容に変えて行った。モデトロの説明
段階で聴く前にややイメージを固定化してしまいそうな点もあったが、中高生がイメージしたことは驚
くほど個々で異なりそれを部員同士で話し合う流れとなった。吹奏楽部員として演奏技術を追求するこ
とも大切だが、自身が音楽そのものを楽しみ、その楽しさを他者に伝える大切さに気づくきっかけとなっ
たと感じた。

《コンサート》
　誰もがどこかで耳にしたことのある「ドレミの歌」、映画音楽やタンゴ、日本の童謡をモチーフとし
た「日本の四季によるミニチュアシンフォニー」まで、照明演出を加えながらお届けした。アクティビ
ティに参加した小学生や中高生が友達や家族と身近で聴いたプロの演奏をホールで楽しむために多く来
場し、思い思いにモデトロの音楽を楽しんでいた。また来場は少し難しいかもしれないと感じていたデ
イサービス利用者がご夫婦で楽しまれたことは印象深く覚えている。モデトロの演奏とそれに呼応した
来場者によって、コンセプトの通り舞台と会場が一体となって音楽を楽しみ、日常の活力や元気に変え
てもらえたような雰囲気を作り出したように感じた。

《さいごに》
　はじめに長浜市おんかつはホールとしての新しい挑戦と述べた。実際に、担当の川崎さんは面識もほ
とんどない中でアクティビティ先を訪れ、その意義を懸命に伝えて実施するに至った。改めて川崎さん
の熱意に敬意を表したい。１つのホール公演、１つのアクティビティを実施するための準備はその規模
が違うのみで業務量はそれほど変わるわけではない。おんかつは３日間で５つの事業を連続で実施する
という意味でハードな内容ではあるものの、ホール制作者としてその達成感は何物にも代えがたいこと
だと思う。コンサート終了後に川崎さんが「とても大変だったが、アクティビティに参加した人をはじ
めたくさんの方が来場され、自分が希望したアーティストの音楽をホールで楽しんでくださり、笑顔で
帰って行かれた様子をみて目頭が熱くなった。」というようなお話をされたことが、とても印象深く残っ
ている。
　今回のおんかつで新たな繋がりを築くことができた木之本スティックホールと川崎さんをはじめとす
る職員のみなさんこそが文化芸術を通して湖北に活力と元気を届ける存在として、これからも着実に歩
み続けていかれることを願っている。
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アクティビティ
タイトル：久しぶりの “みんな大好き！音楽会！”
期　　日：令和６年10月２日　10：00 ～ 10：45
会　　場：社会福祉法人もちの木園　ホール
参 加 者：入所者50名、施設職員５名
　『フニクリフニクラ』から『鬼のパンツ』といった分かりやすい
プログラムから山田耕筰の童謡、また『誰も寝てはならぬ』等本格
的なオペラまで幅広いプログラム構成で楽しんでいただくことがで
きた。『ふるさと』を参加者全員で斉唱したのも印象的だった。ステー
ジバックに西村さんの訪問を歓迎する展示物を作ってくださるなど
温かい雰囲気だった。

タイトル：�未来へ羽ばたけ！子供たちへ、西村総支配人からとっ
ておきのプレゼント

期　　日：令和６年10月２日　16：00 ～ 17：00
会　　場：福崎町エルデホール　メインホール
参 加 者：�福崎西中学校生徒　３名、先生　２名、� �

福崎東中学校生徒　８名、先生　１名
　ホール２階から登場、いきなりの本格オペラの歌声には皆驚いて
いて企みは大成功。参加者が合唱部であったこともあり、西村さん
のハイレベルな質問にも応じることができていた。オペラの成り立
ちやパンフルートの説明を興味深そうに聴いていた。『リゴレット』
や『魔王』といった本格的なオペラに拍手喝采。また、『まちぼうけ』
を通して地道な努力の大切さを、『鷗』では平和に対する願いを中
学生に伝え、西村さんの夢が叶うきっかけとなった曲として『誰も
寝てはならぬ』が披露され大団円となった。

タイトル：“歌”って楽しい！西村総支配人の特製お子様ランチ
期　　日：令和６年10月３日　10：00 ～ 10：45
会　　場：福崎幼児園　お遊戯室
参 加 者：５歳児クラス　33名、先生４名
　２階の絵本室から『おいらは鳥刺し』とともに登場、園児たちは
大喜びであった。パンフルートを吹くと鳥の人形が飛んでくるとい
う演出も子供心をガッチリと掴んでいた。その後も『フニクリフニ
クラ』から『鬼のパンツ』、『赤とんぼ』、『きらきら星』、と小道具
を使いながら可視化できる音楽で園児たちを音楽の世界に惹き入れ
ていった。最後は『幸せなら手を叩こう』で全身を使って園児たち
も音楽を楽しむことができていた。

実施団体：福崎町
実施時期：令和６年10月２日（水）～令和６年10月５日（土）
出演アーティスト：西村　悟（テノール）　中村　美貴（ピアノ）
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タイトル：西村総支配人と女声コーラス　秘密のレシピ開発会！
期　　日：令和６年10月３日　15：00 ～ 17：00
会　　場：�福崎町エルデホール　メインホール
参 加 者：女声合唱団ポーコ・ア・ポコ　32名
　『落葉松』、『花』、『この道』、『初恋』、とMCを交えながら女声合
唱団の年代に合わせたレパートリーで西村さんという人間の個を
理解してもらうという試みは大成功だった。当該合唱団は本番で
の共演予定もある為、まずは『鷗』を独唱でその壮大な歌の世界
を披露していただきつつ、アクティビティ終了後は共演に向けて
みっちりと指導していただいた。当該合唱団は大変手ごたえと自
信、そして西村さんと共演できる喜びを改めて感じたとのことで
あった。

コンサート
タイトル：歌のレストラン-ERDE-
期　　日：令和６年10月５日　14：00 ～ 16：00
会　　場：福崎町エルデホール　メインホール
参 加 者：208名＋女声合唱団（無料招待）32名　計240名
　一般的には敷居が高い、と捉えられやすいクラシックの中でも
とりわけハードルの高い『オペラ』という分野において、“歌のレ
ストラン” という形で一つのショーにしてしまう、という試みにお
客様は大満足されたようであった。また、当ホール技術スタッフ
もその理念と歌手としての力量に感服していた。童謡から本格オ
ペラ、さらには、当町がもち麦の産地ということで『麦の唄』を
入れたりと趣向を凝らしたステージは大盛況。女声合唱団との合
同ステージの評判も大変良かった。

2025-03-321_06_第2部.indd   312025-03-321_06_第2部.indd   31 2025/05/20   20:38:082025/05/20   20:38:08



－32－

①　応募の動機・事業のねらい
　福崎町にオペラやクラシックといった芸術文化を根付かせ、誰もがそれを気軽に享受できる町を作っ
ていく、その第一歩として当事業に応募し、企画に取り組んだ。

②　企画のポイント
　ただオペラやクラシックの公演をやる、というのではなかなか集客できないのが現状であり、公演を
見てもらえないのであれば意味がない、とまでは言わないが悲しい。そこでコンセプトをはっきりさせ、
単体のクラシック作品に興味の薄い方でも何かワクワクするような仕掛け作りがしたいと思っていた。
そのような中で西村さんの持ち味である “歌のレストラン” という企画に大きな可能性を感じ、そこに
当町のオリジナル要素を足していけないか、と考えた。当町特産のもち麦要素を入れたい、と提案させ
ていただいたことや地元女声合唱団との共演がそのプラスアルファの部分である。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　やはり、どうやって地元女声合唱団と共同でステージを作り上げるか、という点に苦労した。当該合
唱団は町のイベントに出演する他、合唱コンクール等にも精力的に参加されているが、プロのステージ
に立つ、というとまた話は別である。ただ、当該合唱団は共演に非常に前向きであった。それ故、様々
なアイデアも持たれており、それをイベントの枠に当てはまるよう調整するのに苦労した。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　まず、どういった共演をしたいか、という話になった時に、東京で西村さんとお話しさせていただい
ていた１対32の変則的な混声合唱による『鷗』という案を合唱団に提案したところ、好意的に受け止め
ていただいていた。地域創造職員の方による下見の時点では却下となりかけていたが、前述通り、先に
西村さんにお伺いしていたことが功を奏し、西村さんからOKが出たことで丸く収まった。また、合唱
団を指導されている方がソプラノ歌手としての活動実績もあるとのことで共演話が合唱団代表の方から
出た時もすぐにマネジメントさんに連絡を取り何とかOKをいただくことができた。結果、この公演を
より多くの方に見ていただきたい、という思いを当ホールと共有できたことで合唱団には宣伝に多大な
るご協力をいただくことができた。合唱団とは今後とも共に町内の文化を推進していきたいと考えてい
る。

⑤　事業を実施しての成果
　集客に関しては固定の座席数240に対して券売が231、当日入場者数208とほぼ完売であった。これだ
け多くのお客様に本物のオペラをお届けできたことは今後の発展につながる良い結果になったと考え
る。またお客様からも、当公演に対する好意的なご意見を多くいただくことができた。西村さんに『歌
のレストラン-ERDE-』を開店していただき本当に良かった。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　アウトリーチ先への事前リサーチ等の不足、アーティストさんへのケアの至らなさ、控室の準備不足
など反省すべき点が多々ある。今までほとんど買取公演しか行ってこず、またテクニカルについても技
術スタッフへ一任することを是とする慣習があり、このような作り上げる公演を行うにあたり想像力の
欠如が露呈する結果となった。この度の経験を糧に、今後はより主体的に事業に取り組めるようステッ

ホール担当者の意見・評価
社会教育課エルデホール主査　雲丹亀　悠平
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プアップしていきたい。また、客席から主に共演ステージでの無断撮影や、他、曲の最中の人の出入り
等ルールに抵触する行動があったとのことで、今後、ホールボランティアに的確な指示を出しながら本
番中も油断することなく来場者管理を行っていきたい。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　福崎町は今、観光に力を入れており、それに比べると文化については今一歩といった感じがある。以
前、平田オリザさんの講演会で聴いた文化と観光を両輪で回していくことによる相乗効果で文化面にも
経済面にも波及効果を生じさせる、という理想の実現のために文化面の強化と、住民さんの文化リテラ
シーの向上に努めていかなければならないと思う。その前に、人手不足を理由にホール運営や公演につ
いてなおざりになっていないか、ホール唯一の正規職員として自分を見つめなおし、十分な準備、必要
な道具の作成や的確な人員配置・管理が行えているか公演前に入念にチェックするなど、一から勉強し
直していきたいと思う。
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<初めに>
　兵庫県福崎町は、姫路からおよそ30分ほど車で走ったところにある人口18,524人の静かな街である。
日本民俗学の父・柳田國男の生家があることから、非常に「妖怪推し」の街であり、至る所に妖怪のオ
ブジェがあり、旅行者の撮影スポットとなっている。またもち麦の産地でもあり、お土産売り場には様々
に加工されたもち麦食品が並んでいる。
　今回のホールは福崎駅から徒歩５分のところにある福崎町エルデホールである。最大収容人数350人
の座席を有し、普段はいわゆる買取公演を行っているホールである。主催するという経験がない中、お
んかつの実施に手を挙げてくれた。ホールの担当者は地域創造での研修会でアーティストの西村悟さん
の歌に心を打たれ、西村さんの大ファンになった方である。非常に熱量高い歓迎の中で今回のおんかつ
は始まった。
　アウトリーチ先は福祉施設のもちの木園、福崎幼児園、ホールを生かしたインリーチとして、福崎西
中学校コーラス部、福崎東中学校コーラス部、そして女声合唱団ポーコ・ア・ポコである。１日休息日
を経て最終日にエルデホールでコンサートを開催し、ポーコ・ア・ポコと共演をした。

<アクティビティ>
　アクティビティは各団体に対してホールの担当者が非常に多くの確認と調整を行わなければいけない
ため、担当の負担は非常に重く、アーティストが現地入りしてからも目を配らねばならない事はさらに
増える。そんな中、ホール側が公演の主催の経験もなく、アウトリーチの経験もない場合、担当からす
ると「何を確認していいのか分からない。何が分からないのか分からない。何を気をつけたらいいのか
分からない」という事態になりかねない。実際現地入りしてみて、早速その事態に遭遇した。余裕を持っ
てアウトリーチ先に出発したはずが、想定以上に時間がかかり、到着が遅れてアーティストはアクティ
ビティのリハも含めて十分な時間を取ることが出来なかった。アクティビティ対象者の様子も事前に聞
いていたのと違うため、アーティストは対応が難しかっただろうと思う。
　どんな現場でも最後に人前に立ってパフォーマンスをするのはアーティストたった独りであるため、
そのパフォーマンスに必要だと思われる情報全てをホール担当はしつこく収集し続けなければいけな
い。けれども「何を確認すべきか分からない」状態において、アクティビティ先も決して饒舌でないな
らば、確認出来なかった事項はそのままアーティストの負担になってしまう。

<コンサート>
　西村さんは昨年に引き続きコンサートの内容をブラッシュアップしつつも福崎町に合わせた内容をか
なり練り上げて、アイデアとこだわりをたくさん運んできてくれた。ともすれば、照明のキュー数など
も膨大になっていくが、今回は進行表を作成し、リハーサルを進めながら照明きっかけをそこに記載し
て、照明・音響チームに共有することでコンサートを円滑に進めていくことができた。また照明デザイ
ナーの方も非常に西村さんの思いを汲んで西村さんの理想の照明を作り世界観の構築に寄与してくだ
さった。コンサートの小道具の出ハケも多いので、リハから本番まで地域創造チームは上手下手に待機
して随時転換、および共演者であるポーコ・ア・ポコの誘導を行なった。
　今回人手が多くて助かったと正直思っている。また、ホールがこういった企画をまた主催したい、と
いう時に、今回地域創造が担った演出部的なポジションの人間をどう手配するか、手配できるのか、と
いう問題もある。今回のおんかつの経験を通してエルデホールはどうなっていきたいと思ったのか、切
実に聞いてみたい。

アシスタントレポート
間杉　直子（合同会社STUDIO SHOWBOAT代表（プロデューサー、ドラマターグ））
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<終わりに>
　「じゃあどうしたらよかったんですか」というのがホールコンサートを終えて我々から運営上何を気
を付けるべきなのか、フィードバックを受けた担当の一声である。ほぼ一人で主催コンサートとアクティ
ビティを回す中でやることも多く、本当にご苦労をされたと思うし、分からないことだらけだったと思
う。その感想は最もだと思った。
　地域創造には事業実施において精算の手引きなどはあるが、事業を実際に遂行する上で何を考え確認
していかなければいけないのか、「羅針盤」となるマニュアルの充実が必要なのではないか、と思って
いる。
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アクティビティ
タイトル：�養護学校ミニコンサート
期　　日：令和６年11月21日　９：50 ～ 10：35
会　　場：島根県立安来高等学校　研修棟
参 加 者：�島根県立養護学校安来分教室� �

高等学校１～３年生　10名
　参加者にとって初めての体験で、どの様な反応をするのかが分
からないと養護学校教諭から聞いていたため、アーティストは生
徒が入室する前から会場に待機し、生徒とコミュニケーションを
とることから始めた。学校教諭が驚くほど、生徒は嬉しそうにアー
ティストと会話をしていた。この対応が功を奏し、生徒はリラッ
クスした状態で和やかにアクティビティをスタートできた。

タイトル：�安来市役所コンサート
期　　日：令和６年11月21日　12：10 ～ 12：50
会　　場：安来中央交流センター　音楽室
参 加 者：安来市職員　37名
　幕を閉めたステージから演奏しながら急に登場することで会場
が一気に沸いた。２曲目は『燃えよドラゴンのテーマ』で「アチョー」
という怪鳥音が入り、更にリラックスした雰囲気になった。
　また、好きな場所で聴いて良いと言われると、なぜか、ほとん
どの参加者がアーティストの背中側にまわり、真剣な表情で楽譜
を見ながら聴いていた。

タイトル：�秋のわくわくコンサート� �
～親子でサクソフォン四重奏をたのしもう～

期　　日：令和６年11月22日　11：00 ～ 11：55
会　　場：安来市健康福祉センター　運動指導室
参 加 者：大人21名＋乳幼児21名　合計42名
　大人は、床に仰向けの乳児とアイコンタクトをしながら、もし
くは、抱いた乳児を揺らしながら聴いていた。参加者全員が乳児
を抱えている環境のため気兼ねすることなく、部屋全体にゆった
りした時間が流れていた。大人の安心感が乳児に伝わるのか、泣
いたり嫌がったりする乳児はいなかった。最後の曲を聴きながら
その場で寝入ってしまった幼児もいた。

実施団体：AJ共同事業体
実施時期：令和６年11月21日（木）～令和６年11月23日（土祝）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）

2025-03-321_06_第2部.indd   362025-03-321_06_第2部.indd   36 2025/05/20   20:38:082025/05/20   20:38:08



－37－

タイトル：荒島小学校　音楽体験
期　　日：令和６年11月22日　13：50 ～ 14：35
会　　場：安来市立荒島小学校　音楽室
参 加 者：３年生　29名
　手が届く距離で演奏を聴いたり、実際に楽器に触ったりしたこ
とが児童の関心を強く引き、バッハやデザンクロ作曲の知らない
楽曲も集中して聴いていた。
　また、いつもなら足を踏み入れることができない場所で演奏を
聴くことを許される曲もあり、食い入るように指使いを見つめて
いた。
　アーティストと直接、双方向の会話ができたことで個々の印象
が強かったのか、アーティストが話した内容をよく覚えており、
感想文に書いていた。

コンサート

タイトル：サックスファミリーコンサート
期　　日：令和６年11月23日　15：45 ～ 16：45
会　　場：アルテピア　小ホール
参 加 者：大人65名＋18歳以下35名＋３歳未満15名　合計115名

　０歳からのコンサートであるが、演奏時間が短いことを考慮し
つつ、完全なる子ども向け楽曲ではなかった。それでも子どもた
ちは集中して聴くことができていた。一部、外に出たがる子ども
もいたが、その子ども達のためだけにアニメや童謡の曲を選択す
る必要はないと感じた。
　また、ステージ前を土足禁止のカーペット敷にしたため、イス
に座っているのが難しい子どもも楽な体制で参加することができ
ていた。
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①　応募の動機・事業のねらい
　多様なジャンルの音楽を届けたいと考えているが、年間予算の上限があるため、なかなか市民の期待
に応えるプロのクラシック公演を実施することができない。プロの音楽家が、アウトリーチとリサイタ
ル公演の両方を実施してもらえるこの事業を実施したかった。

②　企画のポイント
　０歳児や障がいのある子どもなど、誰でも楽しめるコンサートを実施。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
1）�０歳児や障がいのある子どもが楽しむため、何に配慮しなければならないか明確に理解できていな
かった

2）�有料コンサートの観客に、子どもが公演中に声を出したり、動いたりすることが許されるコンサー
トであることを広報で伝える方法

④　上記③をどのようにクリアしたか
1）�安来市子ども未来課職員や島根県立松江養護学校安来分教室教員に話を聴き、関係者で情報共有を
行った。

2）�チラシにダイレクトに「０才から気軽に楽しめる！　思わず声が出ちゃっても、身体が動いても大
丈夫！」と記載し、動物が踊っている楽しいイラストを入れた。

⑤　事業を実施しての成果
・�初めて島根県立松江養護学校安来分教室とつながった。事前に高１～２年生は教員を介さないとコミュ
ニケーションがとれないと言われていたが、実際は、アーティストから話掛けると嬉しそうに返事を
していた。生徒は、日常の会話は難しくとも、“アーティストから質問される” という非日常の中では、
却って自然に会話をしていた。今後もアーティストが介入することで、生徒の殻が薄くなっていくの
ではないかと期待できた。

・�子どもを抱えて公演に参加する保護者のハードルの高さを改めて感じた。“子ども向けイベント” で
はなく、親子で楽しめる公演を運営面のブラッシュアップしながら継続していきたい。

・�アーティストから、「アクティビティ前に参加者と触れ合うことで、お互いの緊張感をなくして実施
に臨めた」と言われ、その必要性を痛感した。今後のアウトリーチの実施において、アーティストの
強い意向がない限り、アーティストは会場で参加者を出迎える形にしようと考えている。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　有料コンサートは、０歳から楽しめるコンサートにしたが、アニメの曲は演奏しなかった。それ自体
は問題ないと思うが、その場合、チラシに演奏予定曲をきちんと記載すべきだったと反省した。それに
より、主催者が行おうとしているコンサートの方向性が見えてくるため、理解してコンサートに参加す
ることができる。今回は２曲しか記載せず、しかも、知名度が高い曲に絞って記載したため、知ってい
る曲ばかりを演奏されると思って来場された観客もあったかもしれない。

ホール担当者の意見・評価
アルテピア　田中　小百合
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⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　初めて繋がった「島根県立松江養護学校安来分教室」「安来市子ども未来課」は、まさかアルテピア
がアクティビティ先に選んでくれるとはまるで思っていなかったという様子で、とても喜ばれた。他に
もアルテピアと繋がりたいと思っている組織や団体がないかリサーチする必要がある。
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　今回、安来市総合文化ホールアルテピアでのおんかつは、「これまで館として関わりの少なかった、
幼児や障害のある子どもにアプローチする」ことを狙いに定めて行われた。アクティビティ先として選
ばれたのは、松江養護学校高等部安来分教室、荒島小学校３年生、子ども未来課、市役所の４箇所。知
的障害のある高校生、小学生、未就学児とその保護者、市役所職員という、それぞれの年齢も特性も異
なる方々を対象としたアクティビティとなった。また、最終日のコンサートは、館として初めての取り
組みとなる、０歳から入場可能なコンサートを開催。サックス四重奏のモデトロ・サクソフォン・アン
サンブルをパートナーに、初めての試みが盛りだくさんの４日間となった。
　今回、アルテピアはこれまで鑑賞機会をなかなか得られていなかったアクティビティ先を選定した。
特に、松江養護学校は県立校であるため、安来市の指定管理者として事業を行うアルテピアとしては市
の予算での実施が難しかったが、今回おんかつ事業として実現した。外部講師やアーティストが入る機
会がほとんど無く、市内・県内の人たちからも学校の存在が認知されていない状況を変えようとしてい
る最中でのアウトリーチとなり、学校としても意義を感じてくださっていた。実務を担当された田中さ
んをはじめとするアルテピアのスタッフの皆様が、各アクティビティ先と細やかにコミュニケーション
を取り、このような地域のニーズを拾い上げてくださった。このようにアルテピアの活動に賛同する人
や場所が増えていくことで、さらに今後のアウトリーチ活動や、事業を支える土台となっていくように
思う。
　アーティストにとっても試行錯誤のおんかつであった。モデトロはこれまでの活動の中で、小・中学
生の子供を中心としたプログラムの実践を重ねてきた。今回は先述のとおり、各回特性や年齢の異なる
対象となった。対象者からどういうリアクションが返ってくるか彼らの経験からは推測しづらく、前日
までプログラム構成や声掛けなどに苦戦していた。しかし、いざ対象者を前にし、彼らは参加者と交流
し、リアクションをキャッチしながらアクティビティを行なっており、対象者も楽しんで参加していた。
　島根県の東端に位置する安来市。コンサートでは、隣接する松江市や鳥取県米子市からの観客が多い
と想定していたが、アクティビティで参加していた乳幼児と保護者、小学校の男の子などアクティビティ
で出会った方々が参加してくれていたり、ブラスバンドでサックスを吹いているという子など、安来に
住む様々な方が来てくださった印象であった。合計115名が来場した。回収されたアンケートの一部には、
「子どもが来るコンサートと認識していなかった。静かに聴きたかった。」という趣旨のものもあった。
これまでの観客層や、純粋に音楽を楽しみたいという観客のニーズから外れてしまうことはやむを得な
い。継続して行うことで、このようなコンサートがある意義や場づくりの必要性を、観客ないし地域全
体が理解できるようになっていくのではないだろうか。
　地域とどんどん繋がっていこうというエネルギーのあるスタッフの皆さんが揃うアルテピア。地域と
共により良い方向へ向かっていく、長く愛される会館になっていってほしい。

アシスタントレポート
加賀　茅捺（公益財団法人豊橋文化振興財団 穂の国とよはし芸術劇場PLAT 事業制作部）
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アクティビティ
タイトル：すごい！楽しい！西村さんのわくわくコンサート
期　　日：令和６年11月７日　10：30 ～ 11：15
会　　場：生比奈小学校　音楽室
参 加 者：５年生（18名）６年生（17名）計35人
　歓迎ムード満点の小学校。児童のワクワク感が高まる中、西村
さんが鳥笛を吹きながら登場しパパゲーノの「鳥刺し」を熱唱。
大きく伸びのある歌声に児童から「すごい！」の声が！「女心の歌」
では楽しい演出に児童たちは大興奮。歌うときのポイントを西村
さんが児童に伝え、アドバイスを受けて児童が歌うと、西村さん
が純真なまなざしや歌声に感動し涙する場面もあるなど心に響く
時間であった。

タイトル：�すごい！楽しい！西村さんのわくわくコンサート
期　　日：令和６年11月７日　13：45 ～ 14：30
会　　場：横瀬小学校　音楽室
参 加 者：４年生（９名）５年生（18名）６年生（13名）計40人
　廊下から鳥笛を吹きながら陽気な西村さん登場！鳥笛の説明や
オペラのお話を聞き興味津々の児童達。「魔王」や「待ちぼうけ」
などの楽曲紹介の中で出されたクイズでは児童が積極的に回答し、
和気あいあいとした雰囲気に。西村さんが児童に伝えたかった「夢」
を持つことの大切さを語り、コンクールで優勝し自身の転機となっ
た「誰も寝てはならぬ」を熱唱し感動の中終了となった。

タイトル：感動体験！西村悟さん生歌体感コンサート
期　　日：令和６年11月８日　10：30 ～ 11：20
会　　場：勝浦中学校　音楽室
参 加 者：１・２・３年生の半分　42人
　　西村さんが「O sole mio」を歌いながら教室に入ってくる。「魔
王」を迫真の演技とともに歌い始めると生徒達からは喜びの声が。
リゴレッタの「女心の歌」ではジゴロ風な演出に会場が黄色い悲
鳴の渦に。西村さんからの「夢を持ち続け努力することで人は成
長する。皆さんも夢を持って努力して欲しい。」とのメッセージを
真剣に聞いていた。昼休みには校舎のベランダで複数の男子生徒
が魔王を熱唱していたのを聞き、西村さん大満足となった。

実施団体：勝浦町
実施時期：令和６年11月７日（木）～令和６年11月10日（日）
出演アーティスト：西村　悟（テノール）　中村　美貴（ピアノ）
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タイトル：感動体験！西村悟さん生歌体感コンサート
期　　日：令和６年11月８日　13：10 ～ 14：00
会　　場：勝浦中学校　音楽室
参 加 者：１・２・３年生の半分　43人
　授業で習っている「魔王」には今回も生徒達は大喜びとなる。
CDで聴いている音楽では伝わらない衝撃が子どもたちの心に残っ
たようで、「とにかく声がすごい」「声で体がビリビリした」「魔王
は迫力が違う」などたくさんの感想があった。生徒代表が「西村
さんのように夢に向かって頑張っていきます」とお礼の言葉を述
べ固い握手を交わし拍手喝采の中終了する。感動体験からたくさ
んの生徒がコンサートに来てくれた。

コンサート
タイトル：西村悟　五感で愉しむ音楽会
期　　日：令和６年11月10日　13：00 ～ 15：10
会　　場：勝浦町農村環境改善センター　多目的ホール
参 加 者：高校生以上224人　小中学生48人
　第１部は、歌のレストランの総支配人西村悟として音楽のフル
コースをご堪能いただく構成。オープニングでは野上町長がオー
ナーとして登場し会場を盛り上げる演出も。コース料理は、オー
ドブルのシューベルト「音楽に寄す」「魔王」からトスティ「理想
の人」、カンツォーネメドレーと続き、メインは西村さんの思い入
れのあるプッチーニ「誰も寝てはならぬ」で締めくくる。
　第２部は、テノール歌手西村悟が世界の名曲、日本の名曲８曲
を楽しいトークと会場内を回る演出で盛り上げる。途中、小中学
校で行ったアクティビティの様子を語り観客席の中学生に呼びか
けると中学生が応答するなど会場内は最高潮の盛り上がりに。拍
手鳴り止まぬ中、アンコール曲「鴎」を熱唱し、最後は全員で「ふ
るさと」を合唱しホール全体が一体となる中感動の終演となった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　勝浦町では都市部と違い気軽にプロの生音楽に触れる機会がほぼない。町内のホールであれば気楽に
参加していただけ、多くの町民に音楽の素晴らしさを知ってもらうことができるのではないかと考えた。
特にアクティビティは、生のクラシック音楽に触れる機会の少ない小中学生が、学校にいながらプロの
音楽に触れる時間をつくることで子どもたちの体験格差をなくし、さらには未来の音楽芸術の聴衆とな
ることを期待して応募した。

②　企画のポイント
　アクティビティでは、３スモール（小さな空間、少ない人数、短い時間）の感動体験から本格的なコ
ンサートに繋げるため、参加者に向けては、アーティストと一緒にコンサートの宣伝を行い、全員に入
場チケットの配布を行う。また、参加者の保護者に向けては、アクティビティで撮影した写真をコンサー
ト会場のロビーに掲示することを学校メールで配信し、親子での来場者数を増やすように工夫した。
　コンサートでは、“女性が元気であれば家庭も地域も元気である” との思いから、ターゲット層を日
頃から地域活動に積極的で何事にも興味関心のある60代から70代の女性とし、興味関心を引くためチラ
シ・ポスター等は女性の好みそうな色やデザイン構成とした。また、多くの方に参加してもらいやすく
するため、入場料を小中学生無料、高校生以上は低価格のワンコイン（500円）とした。広報宣伝はホー
ムページ等を活用しつつ、ターゲット層の年齢が高いことから視覚に訴える作戦とし、町内の商店等に
協力いただき随所にポスターを貼り、町主催の各種イベントや教室を中心にチケットの出張販売や宣伝
活動を行うなど幅広く宣伝することとした。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
・�職員数が少ないため、企画段階から他の職員に関わってもらうことが難しく、アーティスト到着まで
は担当者がほぼ１人で事務を行った。実施期間中は他の職員総出で手伝ってもらったが、短期間で普
段しなれない音響・照明の操作を習得したり、町内にビジネスホテルがないことから、隣市の宿泊場
所まで送迎が必要となるなど職員の負担が大きかった。

・�事業開始４日目にはアーティストが自宅最寄り駅まで到着することが実施条件であったため、帰りの
飛行機の時間に合わせるとコンサート終了後すぐに会場をでなければならず、来場者との交流の時間
を作ることができなかった。

・�できるだけ多くの小中学生にコンサートに来てほしいとの思いから、アクティビティで宣伝してから
参加者全員にチケットを配布することとしていたが、コンサート直前ということもあり参加してくれ
る子どもの数を把握することができず、当日券の販売に不安要素となってしまった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
・�コンサートでは、職員だけでは人手が足りなかったため、ホールの指定管理者に運営補助を委託し人
材不足を解消した。また、コンサート終了後のアーティスト送りはタクシーを借り上げ職員の負担を
軽減した。

・�コンサート終了後に物販やサイン会ができなかったため、後日、町立図書館にクラシック音楽コーナー
を作り、西村さんのサイン色紙やＣＤを配置した。事業反省会は、コンサート終了後の車中での時間
を活用した。

ホール担当者の意見・評価
勝浦町教育委員会　海川　みゆき
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・�想定以上の小中学生が来ても対応できるようステージと固定席の前にパイプ椅子を並べた。結果、パ
イプ椅子をステージ間際に置いたことでプレミア席のような特別感がでたうえに、ステージと客席が
近くなったことから、さらにステージと会場が一体化した。

⑤　事業を実施しての成果
　今回この事業を通じて一番感じたことは、町内で安価な入場料であればクラシック音楽を愉しみたい
という住民のニーズが多くあること。また、魅力的な企画であれば、町外に勝浦町の魅力として発信で
きるということである。
　クラシックコンサートに馴染みが薄いことから、アーティストの選定にあたっては、初めての人でも
楽しくさせてくれるトークや演出があり、歌唱力の素晴らしい西村さんにお願いできて本当に良かった。
ホールでは近年にない集客数となり、小中学生も48人が来場してくれた。終了後に実施したアンケート
では、回答者の56％の方が「クラシックコンサートが初めて」、98％の方が「大変よかった・よかった」
と回答。「町内での開催だったため初めてクラシック音楽を聴いたが歌もピアノも素晴らしかった」「オ
ペラも聴いたことがあるが、初めてでも楽しめる演出にしてもらえていて最高に楽しかった」「学校で
聴いたのもよかったが、コンサートはまた違ってよかった」など感動のコメントが多数寄せられた。
　アクティビティからコンサートまで本当に大変であったが、職員一丸となって取り組んだ結果、想定
以上の方にご来場いただけたうえ、満足度も高かったことに苦労が報われる思いであった。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　反省点としては、アクティビティとコンサートの「目的」や「伝えたい思い」をはっきりとアーティ
ストに伝えることができていなかった点である。今までにこうした事業の経験がなく、４月に事業担当
となったこともあり、なんとなくこちらの漠然とした思いをアーティストがくみ取り構成してくれるよ
うな気持ちでいたためご苦労をおかけしたと思う。アーティストに実力を最大限に発揮していただくた
めには、こちら側の目的や要望を明確に伝え、受入れ環境を十分整えることが必要だと痛感した。
　課題としては、今回はコーディネーター、地域創造担当者からのアドバイスを頂きながら無事に事業
を終えることができたが、次年度以降、経験のある職員が異動した場合、コーディネーター等のアドバ
イスもなくこの事業を継続することは難しいのではと感じる。アクティビティについては町が実施し、
コンサートにおいては、スタッフの変わらないホールの指定管理者や地域団体へ委託すれば現実的で持
続可能な実施ができるのではと思った。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　今回のコンサートでは、職員だけでは人材不足であったため運営のサポートをホールの指定管理者に
委託して行ったが、知り合いに誘われて来場した方が多くいた中、委託先からの宣伝効果もあったと思
われる。事業を地域団体に委託し、町と地域団体が協力する体制を構築することで、さらに地域に根付
いた事業へと発展させることができるのではないかと思えた。我が町にあったスタイルでできる事業を
模索していきたい。
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はじめに
　徳島県勝浦郡勝浦町は、徳島県の南東部に位置し、人口5,000人弱、勝浦川を中心とする山間のまち
である。東京を起点とする経路としては、羽田空港から徳島阿波おどり空港に着陸し、JR徳島駅に出て、
そこから車で約１時間ほどとなる。勝浦町内に入ると、こだまが響きそうに重なり合う山々の間に、美
しい空と川面を眺めることができる。県内ではみかんの主要産地となっており、中でも熟成みかん（収
穫後、貯蔵庫にて熟成させたもの）の生産が伝統的に盛んで、観光案内や道の駅などでPRされている。
　実施団体のご担当は勝浦町教育委員会の海川みゆきさん。町職員としての豊富な経験と人望で、思い
返すと本当に磐石な運営をしていただいた。ただしそれは結果のお話で、海川さんにとってコンサート
の企画・実施は初めての経験であり、おんかつを終えるまで手探りながら地道で丁寧な準備と調整を重
ね、そして何よりも熱い気持ちを持ち続けてくださったことが成功につながっている。勝浦町で初めて
取り組むおんかつのアーティストとして招かれたのは、テノール歌手の西村悟さん、ピアノは中村美貴
さんである。海川さんは、全体研修会での西村さんのアーティストプレゼンテーションを観て、ぜひこ
の方に来ていただきたい、と直感的に思われたとのことで、その直感はコンサートが大成功に終わった
感動と結びつき、やっぱり西村さんに来ていただけて良かった！という確信につながった。この流れに
ついては、72頁〜73頁の「コーディネーターレポート」もご参照いただきたい。

企画のコンセプトとコンサートプログラムの検討
　企画の早い段階から、アクティビティは子どもたちに生の音楽に触れてもらう機会としたいという考
えのもと、小・中学校で実施することとなった。特に、中学生には、バスケットボールに打ち込んだ少
年期を経て歌手になるという夢を叶えた西村さんから、夢や希望を持つことの大切さをお話いただきた
いということもあった。一方で、コンサートについては個別研修で様々な相談をする中で、海川さんか
ら「女性を元気にするコンサート」にしたい、かつ、女性だけでなくアウトリーチで触れ合った子ども
たちにも来て欲しい、というコンセプトを示していただいた。西村さんの魅力と、ぜひコンサートに来
ていただきたいお客様の層を（そして、コンサートの運営をサポートしてくださる地元のNPO法人の
女性スタッフの方々も）思い浮かべたうえでのイメージである。
　そこでアーティスト打ち合わせでは、海川さんから企画に関するリクエストとして、西村さんのオリ
ジナル企画である「歌のレストラン」の要素に加えて、西村さんの歌手としての多様な魅力をより発揮
していただけるようなコンサートプログラムにしていただきたいということが伝えられた。これは、海
川さんとしては「勝浦町の」コンサートとして開催するにあたって、ほとんどクラシック音楽のコンサー
トに行ったことがない町民の方にも楽しんでいただけるよう、希望として出された案であったが、これ
まで西村さんが出演されたおんかつ導入プログラムでの「歌のレストラン」企画とは少し異なる方向性
となる。西村さんはこれを受けて、具体的なプログラムをどのような構成にすると良いか、ご自身にとっ
て新たな企画として考えてくださった。

アクティビティ
　アクティビティ先は町内に２校ある小学校（生比奈小学校、横瀬小学校）と１校のみとなっている勝
浦中学校である。アクティビティでの西村さんのプログラムは、根幹に「夢」と「平和」というテーマ
を据えつつ、子どもたちはもちろんのこと、学校の先生方も巻き込みオペラや歌の醍醐味に触れられる
演出を交えたもの。それに加えて、生比奈小学校では、おんかつ後に予定されている「郡の音楽会」に
向けて子どもたちが練習している「ぼくらの日々」を一緒に合唱できたら、というリクエストも頂いて

レポート
佐藤　良子（静岡文化芸術大学 文化政策学部 准教授）
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いた。おんかつ本番日程の初日、生比奈小学校の１回目のアクティビティを大人たちが緊張気味で見守
る中、「みんな練習してるって聞いたけど、ぼくらの日々、歌ってみてくれる？」との西村さんからの
投げかけに答えて子どもたちが歌い出すと、その一瞬で場の緊張が解け、音楽を皆で共有できている気
持ちに満たされたのは本当に感動的であった。西村さんは感激しながら「何も言うことないんだよ。こ
の歌で、何を伝えたいか、それを考えながら歌ってみて」とコメント。小学校の先生方もアクティビティ
に積極的に参加してくださり、中には終了後に西村さんに駆け寄り、「子どもたちに何を伝えたいかが
大事なんですよね。私たちの仕事も同じなんです。西村さんを拝見していて、それがすごく伝わってき
ました！」と感想を述べる先生もおられた。
　生比奈小学校の１コマを始まりとして、勝浦町のご関係者もおんかつの意義と西村さんの魅力を実感
されていった様子であった。翌日の勝浦中学校でのアクティビティは、町長らもご視察。実は今回のコ
ンサートでは町長に出演していただくことも予定されており、町のご関係者がどんどん前向きにおんか
つに参加していってくださったのがとても心強く感じた次第である。

コンサート
　コンサートの会場は町内の農村環境改善センターである。地域活動の拠点施設として1990年に完成し、
実習室や相談室、会議室などに加え、328席（最大500人収容）の多目的ホールを備えている。客席中央
の通路や客席ドアの位置、ステージ周りの構造など、独特の設備・形状を踏まえて、西村さんとお客様、
そして舞台を支えるスタッフの皆さんが一体となることを目指し、可能な演出や補助席の追加配置など
を検討していった。舞台上には、町の花であるコスモスがちょうど咲き誇る季節だったことから、大き
なコスモスの生花のアレンジメントが設置された。
　西村さんとの打ち合わせやリハーサルを経て、最終的にプログラムは第１部（前半）が「歌のレスト
ラン」、第２部（後半）が「日本の歌・世界の歌」という２部構成に。第１部はレストランのオーナー
役で勝浦町長もステージに迎えてトークを行いつつ、コース仕立てで最後は本格的なオペラ・アリア「誰
も寝てはならぬ」へと誘う演出・構成、第２部は西村さんがオペラ・アリア「女心の歌」を歌いながら
客席側から登場しお客様を大いに盛り上げる一方、じっくりと歌詞を噛み締めながら聴く日本歌曲も織
り交ぜた充実のプログラムとなった。アンコールには「鴎」と「故郷」の２曲が演奏され、平和と故郷
に思いを馳せながら客席も合唱。満場のお客様が心から楽しんで帰って行かれる姿をお見送りした。
　今回の勝浦町おんかつの全体的な所感は「コーディネーターレポート」にまとめさせていただくが、
コンサートを終え、撤収作業を行いつつ最後に西村さんと中村さんを囲んで撮影した写真の、スタッフ
全員の清々しい笑顔は忘れ難い。とりわけ海川さんと教育委員会の職員の皆様が、他業務もあり多忙の
中、おんかつ期間中は全力投球してくださったこと、それこそが西村さんの心にも響き、素晴らしい演
奏につながったと強調しておきたい。
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アクティビティ
タイトル：夜須小学校５・６年生との交流プログラム
期　　日：令和６年12月５日　11：35 ～ 12：20（４時間目）
会　　場：香南市立夜須小学校　音楽室
参 加 者：５・６年生　36名
　ギター演奏と図形譜を使ったワークショップを実施した。クラ
シックギターの生演奏を目の前で聞く体験は全員が初めてとのこ
とだったが、事前に６年生の授業に入って閑喜さんの演奏動画を
見てポスターのデザインを一緒に考えたという経緯もあって、夜
須小ではみんなが閑喜さんの顔を知っている状態だったため、打
ち解けるのも早く、リラックスして体験できた。

タイトル：香南市小中学校PTAとの交流プログラム
期　　日：令和６年12月５日　19：00 ～ 19：45
会　　場：夜須公民館　マリンホール舞台上舞台
参 加 者：保護者および家族31名
　ギター演奏と図形譜を使ったワークショップを実施し、最も近
い夜須小中学校の保護者がほとんどだったが、他地区からも数家
族は来場があった。舞台上舞台で客席の方を向いた座席配置とし
たためか、はじめは緊張気味だったが、ワークショップが進むに
つれて笑顔も見られ、積極的になっていた。また「お家で話題に
上がる」のテーマ通り、こどもに誘われて来てくれた方もいて、
親子で楽しんでいただけた。

タイトル：香我美小学校５年生との交流プログラム
期　　日：令和６年12月６日　11：40 ～ 12：25（４時間目）
会　　場：香南市立香我美小学校　多目的室
参 加 者：５年生　36名
　ギター演奏と図形譜を使ったワークショップを実施した。夜須
小とは違い、閑喜さんのことはポスターを見て顔を知っているだ
けだったが、演奏を聴く真剣な表情から、ワークショップでは笑
い声がでるときもあれば、合奏時には静かに聴き、まとまった音
が出ると歓声が上がる等、普段なかなかできない音楽の楽しみ方、
感じ方を体験できた。

実施団体：香南市
実施時期：令和６年12月５日（木）～令和６年12月７日（土）
出演アーティスト：閑喜　弦介（クラシック・ギター）
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タイトル：手結盆踊り保存会との交流プログラム
期　　日：令和６年12月６日　19：00 ～ 19：45
会　　場：夜須公民館　マリンホール舞台上舞台
参 加 者：手結盆踊り保存会　14名
　ギター演奏と図形譜を使ったワークショップを実施し、翌日の
本番で共演する予定のメンバーがほとんどで、中には前日参加し
た夜須小６年生も数名いた。翌日の共演の事を思い浮かべてか、
少し緊張した表情が続いていたが、後日聞いてみると自身も踊り
手や歌い手として参考にするため、舞台での表現や立ち居振る舞
いを観察していた等の声も聞かれた。

コンサート
タイトル：閑喜弦介ギターリサイタル
期　　日：令和６年12月７日　15：00 ～ 16：30
会　　場：夜須公民館　マリンホール
参 加 者：134名
　ソロでのギター演奏のあと、最後の演目として手結盆踊り保存
会と共演し、「花取り」という演目を歌や太鼓、踊り子とともに合
奏し、前日と当日だけの練習とは思えない素晴らしい演奏を聴か
せてくれた。共演では音量バランスや照明の調整に時間を要した
が、ソロ演奏を期待して来た方から「共演がとても良かった」と
の声や、反対に共演を期待していたが「ソロ演奏も良かった」と
の感想が多く、共演をお願いして本当によかった。
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①　応募の動機・事業のねらい
　ホールが出来て40年が経つが、近隣市町村を含めクラシック音楽を生で聴く機会がないため、音楽や
ホールを少しでも身近に感じてもらいたく応募した。

②　企画のポイント
　これまでの来場者が50代以上がほとんどだったため、30 ～ 40代や学生にも来ていただけるよう「お
家で話題に上がるクラシックコンサート」をコンセプトとし、地域の伝統芸能であり世代を超えた共通
の文化体験でもある「手結盆踊り」との共演を盛り込んだほか、地元の小学生にポスターデザインを協
力していただいたり、アウトリーチでは小学生向けとPTA向けで同じ内容を体験していただいた。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　企画案を提示した初期段階から関係各所が興味を示してくださり、とてもスムーズに進んだ。また、
盆踊りとの共演や小学生と作ったポスターは話題となったが、チケット販売が思ったより伸びなかった
ことは課題として残った。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　担当者自身が演奏やワークショップの経験があったため、各所との調整が比較的スムーズにできた要
因とも考えられる。このノウハウをうまく引き継ぎたい。

⑤　事業を実施しての成果
　手結盆踊り保存会としては、新鮮な体験であったとともに、次の夏の祭本番での共演の話も持ち上が
るなど、新たなつながりも生まれた。小学校においては、自分たちが作ったポスターが街中に貼り出さ
れ、チラシが配布されるという貴重な経験を通して、自信になったとの感想をいただいた。またアウト
リーチとコンサートでは、当初は馴染みがなかったクラシックを聴くことや自身が演奏することなどに
ついて、身近なものだと感じていただけた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　一部では話題になり、コンセプト通り家族連れで参加してくれた方もいたが、コンサートの集客数が
少なかったことは大きな課題として残った。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　どうしてもネットやテレビで目立つものに目が行きがちだが、こちらから働きかければ面白がって参
加してくれる人たちがいて、内容や仕掛け次第で文化芸術に興味を持っていただける余地はまだまだあ
るということがあらためて分かった。当館はあと２年で高台移転し、ホールの規模が小さくはなるが、
その分、小規模でも実のある企画にシフトして町の人たちに届けていきたい。

ホール担当者の意見・評価
夜須公民館　山下　裕矢
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　今回夜須公民館が行ったおんかつは、なかなかホールに足が遠のいてしまう働き世代をターゲットに、
「家庭の中で話題に上がる」ことを目指し企画が進んだ。今回、小学生とその保護者を中心としたアクティ
ビティを行なうとともに、地元に400年伝わるという「手結盆踊り」を取り入れたアクティビティ及び
コンサートを企画した。
　アクティビティは、夜須公民館からほど近い夜須小学校の５・６年生、隣町に位置する香我美学校の
５年生。そして、夜須小学校のPTAに向けて実施した。また、コンサートでもコラボする手結盆踊り
保存会の皆様に向けたアクティビティも行った。アクティビティでは、最初と最後に演奏を行い、その
他おおよその時間は子どもたちとともに音楽を奏でる、ワークショップの時間となった。記号のような
図形が書かれた「図形譜」を見て、そこから得たイメージを打楽器で演奏するという内容で、最終的に
は複数名ずつで演奏を発表した。参加者が図から湧いたイメージを持って音を鳴らし、ほかの人の演奏
も聴くという体験を通して、音の捉え方や聴く集中度が上がったように感じた。結果、アクティビティ
最後の閑喜さんの演奏では、皆息を飲んで演奏を聴いていた。演奏家であり作曲家・編曲家でもある閑
喜さんだからこその説得力ある内容だと感じた。
　今回のおんかつは、地域のみなさんと共につくり上げた部分がいくつもあった。
　ひとつは、夜須小学校の６年生が、コンサートチラシのコンセプトを考え、デザイン案を練ったこと。
学校や自分たちの地域のホールにやって来るアーティストを、事前にネット上で演奏を聴くなどのリ
サーチをした上で、デザインを考えた。自分たちのアイデアが形になり、きっと多くの子が家族と共有
したことだろう。
　もうひとつは、コンサートでの手結盆踊りとの共演。今回クラシックギターと共演するにあたり、夜
須公民館の山下さんが丁寧に保存会の皆さんとの関係を繋いでくださった。閑喜さんも、本来の手結盆
踊りを尊重し、互いの良さを生かす形で共演をし、それぞれの魅力が際立つパフォーマンスとなった。
　また、小学校でのアクティビティに参加していた子どもが、別のアクティビティにも参加していたり、
手結盆踊りの踊り手として参加していたり、コンサートに見に来てくれたりと、滞在期間中に何度も夜
須公民館で顔を合わすことがあった。アクティビティ１度きりの体験にならず、何度も閑喜さんの音楽
に出会い直すことができたのではないか。また、小学生も手結盆踊りのみなさんも、チラシづくりやリ
サーチの段階から長く関わっていたことで、コンサートを共につくりあげたと思える状況が生まれてい
たと感じた。夜須の顔が見える地域性だけではなく、夜須公民館が、地域の人たちと関係性を築いてき
た結果のように思う。
　来年には高台移転により、新たに生まれ変わる夜須公民館。今後の事業展開においては、これまでは
繋がっていなかった地域のコミュニティと新たに繋がっていき、さらに広く、地域とともに発展してい
く文化拠点となっていってほしい。

アシスタントレポート
加賀　茅捺（公益財団法人豊橋文化振興財団 穂の国とよはし芸術劇場PLAT 事業制作部）
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アクティビティ
タイトル：音楽と芸術の魅力広げるコンサート
期　　日：令和７年１月30日　10：45 ～ 11：30
会　　場：荒尾市役所　議場
参 加 者：51名

　荒尾市の文化芸術環境をより良いものにしていくため、市職員
と市議会議員を対象とした模擬アウトリーチを実施。模擬アウト
リーチの前には大澤寅雄氏にご講演いただき、講演と演奏の組み
立てで文化芸術の重要性とアウトリーチの必要性を感じていただ
いた。文化芸術体験と幸福度の関連性、体験格差の連鎖といった
お話の後、模擬アウトリーチを体験いただいたことで、非常に重
要な活動と感じていただけたようだった。

タイトル：夜会 with モデトロ
期　　日：令和７年１月30日　18：00 ～ 18：45
会　　場：荒尾総合文化センター　大ホールホワイエ
参 加 者：50名
　指定管理者の構成団体NSグループと、ボランティアスタッフを
対象としたミニコンサート。身内の方々に文化センターが行って
いることを改めて体感いただきたいと企画した。あまり文化施設
に来館されないNSグループの方々は、最初は緊張の面持ちの方も
いらしたが、終了後は多くの方が口々に「楽しかった」と感想を
言われながら会場を後にされた。より身近に感じていただくため
職員でミュージシャンのサトウダイがコラボ出演。

タイトル：モデトロ「音マジック」コンサート
期　　日：令和７年１月31日　10：20 ～ 11：05
会　　場：府本小学校　音楽室
参 加 者：３～６年生　43名
　当館とは距離があり、子どもたちだけでの来館は難しい小学校
で３～６年生を対象としたアウトリーチ。実施後のアンケートで
は「とても楽しかった」という回答が100％、「今日のように演奏
を目の前で聴いたことがあったか？」という問いには「なかった」
が86％、「また参加したいか」という問いには「参加したい」が
98％とニーズの高さが確認された。これをきっかけに吹奏楽部に
入りたいという子も出てきている。

実施団体：中央設備 ステージ・ラボ共同体
実施時期：令和７年１月30日（木）～令和７年２月１日（土）
出演アーティスト：モデトロ・サクソフォン・アンサンブル（サクソフォン四重奏）
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タイトル：モデトロ「音マジック」コンサート
期　　日：令和７年１月31日　17：00 ～ 17：45
会　　場：児童養護施設シオン園　会議室（元食堂）
参 加 者：40名
　児童養護施設でのアウトリーチ。最初、子どもたちは心を閉ざし、
部外者である私達の来訪に戸惑っている様子も見えたが、演奏が
始まった途端、一変して喜びの表情に。小さな子どもたちも最後
まで音楽を楽しむことができた。音楽の力を実感する時間となり、
先生からは「これを機に自分の世界を広げてくれたら」との感想
をいただいた。アウトリーチを経て、翌日のコンサートに来場し
てくれた子ども達もいた。

コンサート
タイトル：炸裂！サクソフォン!!モデトロ!!!
期　　日：�令和７年２月１日　14：00 ～ 16：00
会　　場：荒尾総合文化センター　小ホール
参 加 者：203名
　音楽の魅力を当市に広げて欲しいとの思いでオファーしたアー
ティストで、抜群のテクニック・豊かで魅力的な個性で魅了して
いた。ありあけ演劇堂や当館スタッフのミュージシャンもコラボ
出演し、舞台を盛り上げるとともに確実な集客増を図った。この
ことも当館やコンサートに対してより親しみを持っていただくひ
とつの要素になったようだ。アンコールの「炭坑節」では、出演者、
観客、スタッフが一体となって歌い、踊り、楽しんだ。
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①　応募の動機・事業のねらい
　「音楽（芸術）の素晴らしさを体感していただく」「（まだアウトリーチが根付いていない）荒尾市に
アウトリーチを広げていく足掛かりを作る」という目的をもって、この公共ホール音楽活性化事業に参
加した。モデトロ・サクソフォン・アンサンブルは、プレゼンテーションでのパフォーマンス（演奏技
術・コミュニケーション力・演出力）がとても素晴らしく、迷いなく彼らにオファーさせてただいた。
より一層、文化芸術に親しめる当市の取り組みの契機とするべく、ステークホルダーに向けたアクティ
ビティを盛り込んだ。

②　企画のポイント
　これから発展的にアウトリーチを展開していくために、アクティビティは文化芸術振興に関係するス
テークホルダーにアウトリーチの重要性を体感いただきつつ、現場にも出向くプログラムとした。市役
所職員・市議会議員を対象とした議場でのアクティビティでは、アーティストによる模擬アウトリーチ
の前に、大澤寅雄氏（文化コモンズ研究所代表・主任研究員）による講演を組み込ませていただき、参
加いただいた多くの方に、人の心を豊かにするために音楽・芸術が重要な役割を果たすことや、アウト
リーチの必要性を再確認していただけたようだった。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
　コンサートやアクティビティの内容、各所との調整が済んだ後で、選定委員会による選考、議会を経
て今年度いっぱいで指定管理業務を終了することが決定した。議場でのアクティビティに関する事前の
やりとりは、タイミングや内容などとてもセンシティブなものになった。また、おんかつへの参加は、
次年度からのアウトリーチの発展的な展開をにらんだものであり、行政、市議、また現場となる学校や
施設で大いに支持いただける内容になったが、次年度以降の約束が何もできない状態となった。

④　上記③をどのようにクリアしたか
　次年度からの事業に関わることができないとしても、種をまくことに意味があると信じてできる限り
のことを行なった。議場でのアクティビティへの行政側の参加者は、異動を考慮して所管課だけではな
く各課から参加する研修として組み立てたが、指定管理者変更議決後の現指定管理者の企画にどれくら
いの議員が参加されるかは未知数だった。蓋を開けてみれば、議長を始めとして多くの議員が参加、議
員・市職員・文化センタースタッフが一堂に会して文化芸術の力を体感し、音楽をともに楽しむ場となっ
た。次年度もアウトリーチを実施したいとの学校の声には応えられずとても歯がゆい思いだ。

⑤　事業を実施しての成果
　今回のプログラム・取り組みは非常に満足度が高く、「またモデトロの演奏を聴きたい」、「またアウ
トリーチを行なって欲しい」という要望が多数聞かれている。モデトロのファンになった方も多く、中
には自身で企画してモデトロのコンサートを開催したいと考えている方もいる。「音楽を身近に感じて
欲しい」、「当館のやっていること、目指しているものを知っていただき、また顔が見える関係を築き、
多くの方と一緒に更に心豊かな荒尾市を作っていきたい」との思いで企画し、今回出会った方々とは思
いを共有出来たように思う。

ホール担当者の意見・評価
ステージ・ラボ共同体　松岡　優子
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⑥　事業を実施しての反省点・課題
　荒尾の独自性を出すためにコラボレーションを盛り込ませていただいた。アーティストにはタイトな
スケジュールで体力的にも無理していただくことになった。柔軟に精一杯対応してくださったモデトロ
に、心から感謝申し上げます。色々な方に多大なるご尽力をいただき、ねらいとしていた部分はある程
度達成できたように思う。先々の事業展開を見越しておんかつに参加し、ここで関係を深め、文化芸術
の側面から幸せなまちづくりに寄与していきたいと考えていた。現行の指定管理者制度は文化創造に弊
害をもたらすと実感した。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　まちとホールの関係について深く考え、実践する機会になった。当市は人口５万人のまちで、地域を
知り、顔が見える関係でホールの事業・運営を考えることの重要性と楽しさを改めて感じた。ホール運
営を受託していると考えている指定管理者は採算が見込めないアウトリーチは事業立ての優先順位は低
い。行政が作成する仕様書で指定管理者にアウトリーチ実施を求めることが、アウトリーチの継続につ
ながる。そのためにもまずは行政担当者とホールのあり方について密に意思疎通をしていくことが肝心
だと感じた。
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　熊本県荒尾市は熊本県の北西部に位置する人口約４万８千人の市である。西は有明海、北は福岡県大
牟田市に接し、世界文化遺産の万田坑を有する。今回の “おんかつ” の舞台は、九州最大級とも言われ
る遊園地グリーランドの向かいに位置する荒尾市総合文化センターである。施設内には、1204席を有す
る大ホール（ありあけホール）、移動席330席・固定90席の小ホール（しょうだいホール）のほか、練習
室、ギャラリー、会議室、多目的ルーム、オープンスペース、アートフォーラム、そして子ども科学館
が併設されている。
　当センターのおんかつ担当者、佐藤さん、松岡さんは、それぞれホールの事業制作者としての顔のほ
かにアーティストとしての顔も持つマルチな人材である。彼らが選んだおんかつのアーティストはモデ
トロ・サクソフォン・アンサンブル（以下モデトロ）だ。４月のプレゼンテーションで彼らのパフォー
マンスに魅了された二人は、その後のアーティストとの対話で、モデトロであれば自分たちの思い描く
企画を実現してくれるに違いないと確信し、選出を決定した。
　アクティビティは、荒尾市議場にて議員、荒尾市役所職員へ、当センターを共同で管理する中央設備
工業、受付ボランティアスタッフのフレンドさんに向けた大ホールホワイエでのインリーチ、そして府
本小学校３～６年生、児童養護施設シオン園の子どもたちを対象に行った。荒尾市総合文化センターの
今後を見据え戦略的に対象先を選出したのである。１日目の荒尾市議場では、議員、市役所職員に向け
て、おんかつのアドバイザーも務める大澤寅雄さんの講義の後にモデトロのアウトリーチを体験する内
容となった。「音楽と芸術の魅力広げるコンサート　人・まち・音楽のwell-beingな関係」と題された
大澤さんの講義では「なぜ音楽を届けるのか」といった根源的な問いから、文化に対する認識の現状、
そして地域の文化施設におけるアウトリーチやワークショップの成果や効果などを、データに基づいた
分析とアーティストとの対話を通してわかりやすく説明された。その後のモデトロの模擬アウトリーチ
では小学校で実際に行うプログラムを体験してもらい、対象者からはこの事業そのものの意義やそれを
公立文化施設が担うことの重要性に強く共感する声が多く聞かれた。アーティストにとってもこのよう
な活動を行う意義を改めて実感する機会になっただろう。同日の夜には「夜会withモデトロ」と称し、
文化センターを共に管理する中央設備工業の職員、受付ボランティアスタッフを対象に、文化芸術事業
への取り組みに対する価値観を共有することを目的として行われた。このアクティビティの中では担当
者の佐藤さんたっての希望で自らがピアノ演奏でモデトロとの共演を果たした。府本小学校、児童養護
施設シオン園でのアクティビティではモデトロの音楽によるコミュニケーションの力が十二分に発揮さ
れ、子どもたちとモデトロの音楽を通した対話が多く見られた。
　本公演であるコンサートは、モデトロの演奏に加え、担当者佐藤さんのピアノ演奏とのコラボレーショ
ン、荒尾市文化総合センターの子ども劇団「ありあけ演劇堂」とオリジナル曲「太陽コンパス」、アンコー
ルで「炭坑節」のコラボレーションと合計で３つの共演を含む盛りだくさんな内容だ。さらに舞台には
観客とアーティストの距離を縮めるため、張り出し舞台が設置され会場全体が一体感に包まれる公演と
なった。
　一方で、コンサートについては課題も残る。課題の一つとしてあげられるのは、ホール担当者として
の役割の曖昧性である。今回のおんかつでは、前述の通りホール担当者がアーティストとしての視点を
強く持っており、それが公演をより魅力的なものへと導いたことは確かであるが、その分ホール担当者
としての役割が後回しになってしまった点も多く見受けられた。事業の担当者が強い熱意と志を持って
いることは事業を遂行させるための原動力となるが、一方でその熱意と志が個人的なものになりすぎて
いないか、その主体が「ホール」となり対象が「市民」となり得ているのかは、常に省察が必要である。
　また、公演におけるコラボレーションのあり方についても課題が残った。荒尾市以外でのおんかつ事

アシスタントレポート
古橋　果林（音楽ワークショップ・リーダー／ファシリテーター、大阪音楽大学ミュージックコミュニケーション専攻助手）
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業でも、アーティストと地域の市民や文化団体がステージ上で共演するコラボレーションの提案は少な
くなく、その土地でしか実現し得ないパフォーマンスが生まれたり、共演を通してアーティスト、共演
者それぞれが自分たちの活動の意義やその地域での文化芸術を担うことの意義を感じられたりと利点も
多い。今回の荒尾市でのコラボレーションにおいても、当センターが取り組む「ありあけ演劇堂」の活
動を広く市民に知ってもらう機会となり、子どもたちがアーティストとの共演で得られたものは大きい
だろう。一方で今回の公演では共演曲数が多かったことからも、それぞれのコラボレーションを丁寧に
意義づけながら創り出すというよりも、「コラボレーションすること」自体が目的となってしまった側
面は否めない。公演におけるコラボレーションは、あくまで手段であり、共演を通じてどのような価値
を創出できるのか、コラボレーションを組み込んだ公演を事業として実施することがホールにとって、
そして観客、ひいては市民にとってどのような意味があるのか、改めて考察を深める必要があるだろう。
　荒尾市総合文化センターでの公演が素晴らしいものであったことは間違いないが、そこから見える課
題に向き合うことで、さらに地域に根ざした事業展開へと繋がっていくことだろう。今回のおんかつで
蒔かれた小さな種が芽吹き、成長し、いつかより美しい花を咲かせる日が来ることを期待したい。
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アクティビティ
タイトル：走潟でティータイムを。
期　　日：令和６年11月14日　�13：30 ～ 14：15� �

ティータイム～ 15：00
会　　場：南下区地域学習センター　広間
参 加 者：走潟ボランティアの皆さん　（24人）
　お天気に恵まれそよ風が心地よい会場には、この地区特産のト
ルコ桔梗が飾られ、代表の「『ボランティアへの感謝のミニコンサー
ト』に感謝でいっぱい。」という挨拶から始まった。閑喜さんは１
曲目の「蘇州夜曲」で参加者を惹きつけ、曲紹介を交えながら淡々
と７曲を演奏。参加者は静かに耳を傾けていた。演奏終了後は地
元の生産品を使った手作りおやつでティータイム。年代・性別の
垣根を越え打ち解けた温かな交流会となった。

タイトル：宇土んトレジャー
期　　日：令和６年11月14日　18：05 ～ 18：35
会　　場：宇土市役所　会議室Ａ
参 加 者：オフサイトミーティングメンバー　（28人）
　メンバーは市職員の中でも積極的な若手が多くこれからの市を
支えていく「宇土の宝」たち。市民活動団体の担当者にはおんか
つの企画段階から協力して貰っていたため、役所内でのアクティ
ビティも大変スムーズだった。会場は椅子のみを並べ、閑喜さん
は記者会見用の市のイメージボードをバックにマイフェイバリッ
トシングスなど７曲を演奏。曲紹介以外のトークは殆どなく淡々
と静かな進行で、参加者の疲れを癒すようなひと時となった。

タイトル：木のホールで音の響きを楽しむ
期　　日：令和６年11月15日　11：00 ～ 11：45
会　　場：花園コミュニティセンター　ホール
参 加 者：花園クリエイティブ俱楽部　（18人）
　参加者の中にはギターを弾く人たちもいるとの情報に「演奏可
能かどうか別として弾いてもらいたい曲」を尋ねると『禁じられ
た遊び』と回答があり、ダメもとで閑喜さんに伝えたところ、演
奏曲に加えて頂けた。自己紹介・曲紹介の他、ギターの歴史など
幅広く分かりやすいトークで、最初は硬い雰囲気の参加者も徐々
に緊張がほぐれ、最後の演奏曲「愛燦燦」ではハミングも流れ出
すほど柔らかな雰囲気に。終了後は出口でお見送り。

実施団体：NPO法人宇土の文化を考える市民の会
実施時期：令和６年11月14日（木）～令和６年11月16日（土）
出演アーティスト：閑喜　弦介（クラシック・ギター）
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タイトル：網田愛に捧ぐ
期　　日：令和６年11月15日　�18：25 ～ 19：10� �

抽選会～ 19：30
会　　場：長浜福祉館　集会場
参 加 者：網田教育の里づくり隊　（20人）
　宇土中心部から最も離れ、様々なボランティアが盛んな西部地
区。参加者が全員揃ったので５分前に開始。司会が「弦ちゃんと
呼んでもいいですか？」と閑喜さんに呼びかけ、ぐっと親近感が
湧くスタート。曲紹介・解説や自己紹介も楽しく、NHK大河ドラ
マ「光る君へ」挿入曲「レイジーアフタヌーン」を披露。終了後
も「アンコールしてもいい？」に応え「上を向いて歩こう」を演
奏するなどアットホームな雰囲気。目頭を押さえる人もいた。

コンサート
タイトル：閑喜弦介ギターリサイタル
期　　日：令和６年11月16日　14：00 ～ 15：30
会　　場：宇土市民会館　大ホール
参 加 者：一般　192人　学生　３人
　公演は休憩なしの一部構成で、静かに「バッハ無伴奏チェロ組曲」
から始まり、オリジナル曲・ビートルズなど予定の11曲75分間演
奏の後、アンコール「上を向いて歩こう」は動画・撮影もOK。ギ
ターの美しい音色、閑喜さんならではの編曲を味わってもらえた。
また、不得手そうなトークに会場がなごみ、終了後のサイン会・
CD販売は持参された20枚が不足するほどの人気ぶりだった。舞台
は反響板を降ろし、中央前方に椅子・譜面台・足置きのみ。照明
は演奏・MC時・出ハケの基本３パターン。音も出来るだけ生の音
を聴いてもらうため、マイクの音量も絞った。ギター教室の講師
や閑喜さんのSNSで知ったという方はもちろん、今回初めてホー
ルのコンサートに来場した方にもクラシックギターの音色に集中
し、存分に楽しんで頂く機会となった。当日券29人含む195人が鑑
賞。
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①　応募の動機・事業のねらい
　地域に文化的な土壌を作るため、上質な音楽を気軽に楽しめる事業としておんかつを希望。また、ク
ラシックに興味がない人、プロの生演奏を聴く機会がない人、会館から地理的に離れている場所に住む
人達に非日常的な感覚を味わって頂くとともに、会館の新たな利用・参加者、アーティストの応援者を
創ることをねらいとした。

②　企画のポイント
　館としては以前より学校や施設へのアウトリーチに取り組んでいるが、私にとっては初めての事業
だった。音楽事業鑑賞の潜在客層にアプローチし、顧客の創造に繋がるよう、「文化を通して心豊かな
潤いあるまちづくり」を目的にしている当会と同じ「地域愛」を持つボランティア団体を対象に「日頃
の活動への敬意と感謝込めて」音楽を届けたいと思った。さらに各団体の活動地区にある歴史文化的な
場所や観光名所で開催し、新聞・TVに取り上げられ地域の活性化にも繋がる話題性のあるものにした
いと考えた。そこで、場所を問わず演奏出来る楽器であり、おんかつのミニコンサートで誰でも参加出
来る “絵の楽譜” を用いた閑喜さんなら楽しいアクティビティが出来るのではないかと思い、第一希望
とした。アクティビティでは、アーティストと参加者が何かを一緒に行うことで親近感・共感・興味を
持つようなワクワクするものを、翻って本公演はホールならではの音響、特別感の中で美しいギターの
音色に浸り心静かに豊かなひと時を味わう時間を堪能するよう、動と静、メリハリをつけたいと考えた。

③　企画実現にあたり苦労（問題となった）した点
①対象団体の選定：市内の７つの地区から４つの団体を選ぶために市内全域の団体情報が必要。
②対象団体内定後の変更：団体内部の温度差や具体化する中で実施不可となった。
③予想外の工事：予定場所（公共施設）に工事が入り、会場がブルーシートで仕切られ狭くなった。
④�報連相の枠組み：アクティビティでの交流企画（こちらの希望案）についてマネジメント（アーティ
スト）とのやり取りが思うように行かない。アクティビティは本公演の入口として対象者の心を掴む
「楽しい交流会」にしたいと考え、アーティストと参加者が一緒に楽しめそうなものをいくつか提案
したが、アーティストと直接話せない状況の中、相互理解が難しく消化不良。メールでのやり取りで
は伝え辛い部分があった。

⑤�本公演の照明演出準備：コンサートでの照明演出について、前年度開催地の事業報告に「照明の演出
により……」と記載されていたので、演奏曲によってはプロジェクターによる映像投影も考えていた
が、アーティストの意向が分からず、映像も有料のため準備に踏み切れなかった。

⑥�来場者数への不安：これまで当館ではギター公演の実績がなく、また一般層への知名度において入場
者数が厳しいのではないかという問題。

④　上記③をどのようにクリアしたか
①市の市民活動団体を把握している担当課・担当者に協力を依頼。
②別団体に変更：他の団体代表に話をしたところ、即決・快諾を得た。
③会場変更：同地区内の公民館的な施設が空いていたため変更出来た。
④�電話での会話：アーティストの意向は返事を待つしかなかったが、コーディネーターと電話で本音で
話すことで気持ちはクリアした。

⑤�意見を聞く：マネジメントとやり取りする中で「演奏」が主体でアーティストがどうしたいかを優先

ホール担当者の意見・評価
宇土市民会館（NPO法人宇土の文化を考える市民の会）　白石　由美子
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する方向が見えた。サブコーディネーターにも電話で意見を聞きながら自分を納得させつつ答えを出
した。

⑥�他施設のギター関連コンサートにてチラシ配布。地元新聞社への取材依頼（一日目のアクティビティ
を翌日掲載）。地元中高校の音楽関係者への呼びかけ。当会の会員サロンコンサート（年２回のうち
の１回）として活用。

⑤　事業を実施しての成果
・�市の当館担当課や市民活動団体を把握する課の担当者らと協働が出来、文化とまちづくりを繋ぐ事業
となった。また市と共に動くことにより、会場の優先予約や団体とのスムーズな連絡が出来た。

・�対象団体の地区の活動場所に、スタッフやアーティストらが赴くことにより、顔が見える関係を作る
ことが出来、当館（当会）を身近に感じて貰えた。

・�アクティビティ、本公演ともに、これまでクラシック音楽や当館の事業に触れたことがない方にも生
の演奏を聴いて頂き、アーティストならではの音色の美しさ、心地よさを味わって頂くことが出来た。

・アクティビティをきっかけにアーティストへの関心と会館への親近感が湧き初来場した方もいた。
・�新聞とアクティビティの効果により、当日券で29人、会員の1/4に当たる75人が参加（通常は30 ～ 50
名）。

・クラシックギター公演について、音響・照明、事業担当者共に経験出来、学ぶ事ができた。

⑥　事業を実施しての反省点・課題
　「何がしたいのか」「誰に何を届けたいのか」「その企画は何の意味があるのか」を問われる。シンプ
ルに「参加者が楽しみ、興味を持ち、新しい文化（音楽）に触れ、感動を味わう」のではダメなのか？
と、なかなか” 意味のある企画” が出来なかった。まずはアーティストのファンになることから始めよ
うと思い、YouTubeに上がっている全ての映像を見てヒントを探り、案を出したが実施には繋がらず、
試行錯誤した。アーティストの人となりが分からない状況で企画するのは難しく、コーディネーター、
サブコーディネーターとはメールでのやり取りが基本だったので電話をすることに遠慮があり、今から
思えばもっと気軽に電話し、経験・知識を活用させて頂けばよかったのでは、と思う。また、同じアー
ティストを選定した会館との情報共有をするとアイディアが増えたかもしれない。
　アクティビティに関しては、会場を観光地や名所で行う予定だったため、会場下見の確定後に対象団
体との具体的な詰めを行ったが、都合が合わず対象･会場ともに変更となり、下見以外の場所で行うこ
とになった。なお屋外も候補に入れていたが天候・風の状況により難しく、現実的ではなかった。

⑦　今回の事業を通じて、自身の「町」または「ホール」について改めて考えたこと
　16年前からNPO法人宇土の文化を考える市民の会が宇土市民会館の指定管理に当たっているが、ま
だ市の直営と思っている市民も多い。今回のおんかつ事業でNPOの存在と市民会館が様々な取り組み
を行っていることを周知するきっかけとなった。
　アクティビティは「本公演のダイジェスト版」的に演奏のみ。アイスブレイクもなく静かに演奏から
入るスタイルで、高齢者が多くまたクラシックに馴染みのない対象者に受け入れられるのだろうかと心
配もしたが、何処も最初は緊張の面持ちだったものの演奏が進む毎に惹きこまれていくのが分かった。
小さな場所・少ない人数、その人達だけに届けるというという特別感の中、音楽の持つ力、アーティス
トの生演奏の魅力がしっかり伝わりることを改めて感じた。「文化的土壌」と大袈裟にいうより、それ
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ぞれの人の心に響くものがあれば一鍬入れて耕せたということではないだろうか。“文化芸術の体感・
感動” “魅力的なアーティスト” との出会いは会館（ホール）の活性化やアーティストの創造・育成に
も繋がっていく。今回「地域愛」という共通点で４つのボランティア団体を対象に行ったが、宇土市に
はまだまだ沢山の市民活動団体がある。「またやって欲しい」と声も頂いた。今回の事業では、様々な
団体と互いに協力しあえる関係性を作ることで会館が文化・まちづくりの拠点となれる可能性に気づく
ことが出来た。市民ひとりひとりが文化芸術を通して暮らしの一部に心豊かな時間を取り入れ、またそ
れが活力となって善の循環を生んでいける場所になれば嬉しい。この度は大変楽しく得難い体験をさせ
て頂きました。関係者の皆様に感謝いたします。
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《はじめに》
　熊本県の中央に位置し「九州のどまんなか」の宇土市は、中世より交通の要衝として栄え、キリシタ
ン大名の小西行長や、それに続く細川家により城下町として整備された。現在の人口は約35,000人、有
明海での海苔養殖等の農林水産業、御輿来海岸（おこしきかいがん）や、漁業従事者のために建設され
潮の干満により現れたり沈んだりする絶景スポットの長部田海床路（ながべたかいしょうろ）等を活用
した観光業にも注力している。また、2016年の熊本地震では市役所庁舎が半壊する等市内も大きな被害
を受けた。宇土市民会館は、市域東部にあり1972年に開館、NPO法人宇土の文化を考える市民の会が
指定管理者として管理・運営しており、735席の大ホールのほか複数の会議室を有する宇土市の文化芸
術の中枢施設である。
　今回の宇土市民会館の担当者は白石由美子さん、アーティストはギタリストの閑喜弦介さん。これか
らのおんかつアクティビティ先の選択肢をより広げるかのような内容であった。

《コンセプト》
　今回のコンセプトは「地域のボランティア団体への感謝と新たな連携」。白石さんをはじめとしたホー
ル職員同様に地域愛を持って様々なボランティア活動に取り組む方々に感謝の気持ちを届けると同時に
繋がりを生み出すきっかけになることを目指した。アクティビティは、宇土市内で地域コミュニティ作
り、環境、教育等に取り組むボランティア３団体に加えて、市役所職員有志で宇土市の未来を考える�
＜オフサイドミーティング＞のメンバーを対象に実施することとなった。

《アクティビティ》
　アクティビティ①走潟：走潟（はしりがた）地区で子ども食堂や地元食材を使ったレシピ作り等盛ん
んに活動をしている方々を対象に実施した。会場は地域の行事や同窓会等でも使用されている田畑に囲
まれた一軒家風の地区センター。シニア層が中心となったが、PTA活動をされている子育て世代の方々
も来場された。いつも自分たちがボランティア活動で使っている場所でプロによる演奏を聴くという異
日常感に包まれた雰囲気であった。終演後に手作りの郷土料理を囲んだ閑喜さんとのティータイムは、
それぞれの心理的距離をより一層縮めたように感じ印象深く残っている。

　アクティビティ②オフサイドミーティング：会場は市役所の会議室。熊本地震で大きな被害を受けた
市役所庁舎は建て替えられたばかりで、会議室とはいえ明るく開放的なスペースであった。来場者の年
代も幅広く、また前述の長部田海床路の清掃ボランティアの方々や谷﨑副市長、前田教育長も来場され
た。業務時間後の18時開始となり、音楽に引き込まれるよい意味での緊張感があると同時に音楽を楽し
むリラックスした雰囲気もあった。ホールの指定管理者として市職員に音楽を通して文化芸術の有用性
を伝えるきっかけとなったように感じる。

　アクティビティ③花園：花園地区にある立岡自然公園での活動を中心に環境保全活動をしている方々
を対象に実施した。会場は地区のコミュニティセンターで、熊本県産材木で作られた暖かみのある建物
であった。シニア層が中心で、自身も若い頃にギターを弾いていたという方も多く、ギターという楽器
に対して元々親近感があった上に、リクエストされた「禁じられた遊び」が演奏されると聴きながら自
らを振り返っているような雰囲気が生まれた。花園に限らず、閑喜さんは様々なジャンルの音楽を演奏
され、その卓越した音楽性や技術で感動をもたらすのみならず、音楽を通して来場者一人ひとりの日常

アシスタントレポート
田口　正夫（公益財団法人西宮市文化振興財団 事業課 係長）
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と結びついているように感じた。

　アクティビティ④網田：網田（おうだ）地区で心豊かな子どもの育成を目指して活動している方々を
対象に実施した。会場の長浜福祉館は元々幼稚園の建物だったそうでどことなく懐かしさを感じた。日
暮れ頃に始まって徐々に暗くなっていく中、閑喜さんが演奏するバッハから現代曲まで多彩な曲に来場
者がどんどん引き込まれていく雰囲気をひしひしと感じられた。終了後は閑喜さんも加わって地元の農
産品や銘菓が来場者全員に当たる抽選会が行われ、網田の方々が閑喜さんをより身近に感じられたよう
に思う。

《コンサート》
　80分間（休憩なし）で、閑喜さん編曲によるバッハにはじまり、ビートルズ、武満徹、閑喜さんオリ
ジナル曲、ミュージカル・映画音楽まで、様々なジャンルの音楽を情熱的かつ繊細な閑喜さんのクラシッ
クギターでお届けした。735席のホールに閑喜さんが奏でるクラシックギターの演奏を一音すら聞き逃
すまいとする良い緊張感と、気さくな閑喜さんのおしゃべりがもたらすリラックス感のある客席の雰囲
気だった。
　券売は白石さんも大変苦労されていたが、購買数県下１位の熊本日日新聞にアクティビティの様子が
掲載されたこと、担当の白石さんが市内の様々な店舗にチラシやポスター掲出を依頼されたこと、そし
て何よりもアクティビティに参加された方々が多く来場されたことにより、当初の予定の２倍の来場者
数となった。新聞という客観的な評価は言うまでもなく、やはり身近で閑喜さんの演奏に心を動かされ
た方々がいかに多かったか、音楽、そしてアーティストの持つ力を改めて実感した。

《さいごに》
　はじめにおんかつアクティビティ先の選択肢をより広げるかのような宇土市おんかつと述べた。これ
までのおんかつアクティビティは地域の学校等の教育関係で実施されることが多く、近年は福祉施設で
の実施も増えてきたものの、今回の宇土市のように全て一般を対象に実施した例は少ないと思われる。
一般を対象とした場合、確かに鑑賞中心のミニコンサートとなってしまうことは否めない。しかし、地
域の方々にホールを知ってもらう、チケットを購入してホールに鑑賞しに来てもらうきっかけとしては、
有効な手段のように感じた。地域によっては既に学校等では実施しているが新しい地域との繋がりを開
拓したいと考えるホールにとっても可能性を広げる先例となったと考える。ただし、宇土市においては
市内のボランティア団体と強い関係性を持つ市まちづくり推進課の東さんや、市内の様々な方との繋が
りを持つ地域活性化起業人の武田さんという強力なバックアップ、何よりもその他の業務と並行してア
クティビティ先との度重なる調整に奔走された担当の白石さんの熱く真摯な思いがあってはじめて成立
したということを書き添えたい。
　宇土市民会館は、既に国指定有形民俗文化財の「宇土の雨乞い大太鼓」等の宇土ならではの魅力的な
コンテンツに力を入れて取り組んでいる。今後は、今回のおんかつを通して生まれた団体や個人との繋
がりを発展させたり、クラシック音楽の魅力をさらに広げたりする事業を展開されることを願っている。
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第３部
令和６年度公共ホール
音楽活性化事業（おんかつ）
コーディネーター・
アドバイザーレポート
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コーディネーターレポート
赤木　舞（武蔵野音楽大学 准教授）

　コーディネーターとしておんかつ事業にかかわって、かれこれ15年近くになります。これまでのアク
ティビティ先を振り返ってみると、小中学校、幼稚園、保育園など子どもを対象にしたものが多かった
一方で、高齢者福祉施設、就労継続（移行）支援事業所、JA（農業共同組合）、酒蔵など多種多様な場
において音楽を届けてきました。近年は、未就学児や障がい者へのアウトリーチの割合が増えてきたよ
うに感じます。また、サークル活動等をしているアクティブな高齢者を対象にする事例もよく見られる
ようになりました。共生社会の実現を目指して劇場・ホールに求められる役割が広がっていることや、
超高齢化社会が進んでいる影響があるのではと考えられます。
　ホール公演のターゲットも地域によってさまざまです。私がかかわってきた事例のなかでは、小中学
生とその家族をターゲットにした公演が多かったですが、年齢層でターゲットを絞るのではなく、今ま
でクラシック音楽に触れる機会がなかった人たちを対象にして裾野を広げたい、地域でプロアマに関わ
らず音楽活動をしている人たちに一流の演奏を体感してもらって地域の芸術文化活動を盛り上げてもら
いたいという事例など、目的をもってメインターゲットを絞る場合もありました。メインのターゲット
を設定したとしても、やはり幅広い層に来場してもらいたいというのはどこの公共ホールも想いは同じ
です。結果として、実際の来場者は中高年層が多いという傾向にありますが、高齢の方々の活力も地域
活性化には重要であると考えます。
　おんかつ事業を実施するにあたって、アクティビティ先の選定やホール公演のターゲット設定は、担
当者の方が一番悩むところでもありますが、短期的な目標設定でなくホールのビジョンを考えるうえで
重要な部分になります。

　通常おんかつ事業ではアクティビティとして４回分のアウトリーチ先を選びますが、どのような観点
から選んでいらっしゃいますでしょうか。地域によっては、先方から強い要望を受けたから、または受
け入れをお願いしやすいから、といった理由でアウトリーチ先を決める事例も過去にありました。事情
によってはそうせざるを得ない場合もありますが、せっかくおんかつ事業に取り組むのであれば、さま
ざまな形で活かせる方法を見据えながら選定できることが望ましいです。アウトリーチは芸術文化の普
及に資するのはもちろんのこと、アーティストと対象者（聴き手）との一期一会の音楽交流の場として
の意義もあり、さらに副次的な効果を得られることも多くあります。しかしそれは、アウトリーチをど
のように活かすか次第です。例えば、毎年特定の学年の小年生を対象に継続的に実施することで５年10
年後にみえてくる効果もあれば、新たにアクティビティ先を開拓することにより地域の潜在的ニーズを
掘り起こす、劇場と地域との繋がりを生み出すといった効果も考えられます。アウトリーチを実施でき
るかどうかを打診していくプロセスの中で、たとえアウトリーチが実現しなかったとしても、ホールの
取り組みを知ってもらうきっかけや、先方がどのようなニーズがあるのかを探る機会にもなります。ア
クティビティ先を探すために様々なところにアプローチするプロセスは、決して無駄にはならないと思
います。

　24年度に担当した静岡県袋井市のおんかつは、アクティビティ先がなかなか決まらずに苦労した事例
でした。ホール担当者の大竹さんは、当初アクティビティ先として放課後児童クラブや老人福祉施設、
保育園などホール近隣の施設を検討しておられましたが、アーティストがカメハさんだったこともあり、
打楽器の運搬やスケジュールなどの問題でどれも実施ができない状況となりました。下見の日程が迫る
なかで、再度おんかつ全体の目的は何か、１回ごとのアウトリーチの目的は何かということを言語化し
共有してもらうプロセスを経てアクティビティ先を再考し、①定期的にホール内の施設を使用している
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未就学児の子育てサークル、②地域で文化活動を行っている中高年の団体、③就労継続支援事業所、そ
して④中学校吹奏楽部の４箇所となりました。吹奏楽部以外のアクティビティはインリーチの形となり、
ホールに併設されている多目的ルームやホール舞台上を使用しました。打楽器の搬出入とセッティング
作業の軽減に繋がったことに加え、特に舞台上でのアクティビティ（②と③）では、他では経験できな
い空気感や響きを感じてもらったことで、対象の方々にとって特別な体験となったようでした。
　④吹奏楽部のアクティビティについては、ホール公演での共演も含めた活動となりました。共演にあ
たっては、練習時間の確保、本番での転換の仕方、プログラムの組み方など様々な懸案事項がありまし
た。しかしながら、担当者の大竹さんの強い想い―部活動の練習時間が十分とれず演奏機会も少ない吹
奏楽部がステップアップできる機会を創りたい、そして地域の人々に子どもたちが頑張っている姿を観
てもらいたい―がアーティストやスタッフの心を動かし、一丸となって取り組むことができました。今
回共演した中学生たちの人生においても、この経験は大きなものであったに違いありません。生徒たち
はプロの演奏を聴いて、合奏する際のヒントを教えてもらう、ということだけではなく、音楽にどのよ
うに向き合うべきかなど、アーティストと共に音楽づくりをすることで感じとっていました。共演する
ことでアーティストから吸収できたことは想像していたよりもはるかに多くあったようです。実際、ホー
ル公演の本番では生徒たちの目の輝き、音の響きがそれまでと全く異なっていました。地域の人々にそ
れが伝わったことも大きな収穫でした。結果としてホール公演の集客にもつながりましたが、単なる集
客のための共演ではなく、子どもたちと地域の未来に夢や希望を残すことができたおんかつだったと思
います。

　アウトリーチ事業は地域の未来への投資です。スタッフの労力、受け入れ先との関係づくり等、かな
り手間がかかる上、収益が見込める事業ではありません。しかしながら、目的をもって丁寧に取り組む
ことで、地域や市民に必ず還元されるものがあります。アウトリーチは公益性の高い事業であるという
認識をもって、継続的に取り組んでいただけることを願っています。
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コーディネーターレポート
菊地　俊孝（一般財団法人日本民間公益活動連携機構 プログラム・オフィサー）

アウトリーチ活動の目的と事後評価について
　音楽分野におけるアウトリーチ活動は、演奏家や音楽団体が学校、地域社会、医療・福祉施設などに
出向き、演奏を通じて公共ホールや対象者、地域との接点、コミュニティを形成する活動である。近年、
地域課題の解決を目的として積極的に取り組まれるなど、重要性はますます高まっている。しかし、活
動の質や効果を評価する取り組みはまだまだ普及しておらず、多くの課題が残されている。本報告では、
音楽アウトリーチ活動の現状と課題、評価方法について考察したい。

　アウトリーチ活動は、対象者や目的に応じて様々な形態で行われている。近年、もっとも盛んに行わ
れているのが学校教育におけるアウトリーチ活動である。演奏家が学校に出向き、演奏を通じて、子ど
もたちの音楽への関心を高めることと同時に、演奏家との活動を通じてその考え方や姿勢などに触れ、

「何か」を感じてもらうことを目指す。日本各地で様々なアプローチが行われている。また、学校以外
にも、小学校や中学校などでの活動をはじめ、高齢者施設や病院での演奏など、音楽を通じて地域住民
の交流や心のケアを促進する、地域のステークホルダーとの接点をもつことで回路を構築するなど、そ
の活動は様々な場所、目的で実施される。

　アウトリーチ活動を企画・実施する際には、対象者（教育現場や地域機関など）のニーズを把握し、
活動の目標を明確にして実施する必要がある。アウトリーチが一般化した今、「アウトリーチ活動をす
ること」が目的となっているということが散見されるが、その成果目標達成のための活動となるべきで
ある。例えば、教育機関へ出向く場合には、子供たちにどうなってもらいたいのか。どのような体験を
得てもらいたいのか、などどのような変化（アウトカム）が起こって欲しいのかをある一定程度の仮説
を持って事業を企画する必要がある。

　アウトリーチ活動の評価は、活動の質を向上させ、持続可能な活動にするために必要不可欠である。
特に、公共ホールが実施する活動であることを考えると公金を使用した事業となるため、実施において
その成果や知見はしっかり整理し、成果として表す必要がある。成果として表すためには、その仮説が
達成できたのかを表す「指標」が必要である。例えば、音楽体験によって心のケアを促進するという目
標を設定した場合、心のケアを促進するとは「どういう状態になっていること」なのかを適切な評価指
標、例えば「参加者や関係者の心理的な安心感」を測ることで心のケアが達成できたのかを確認するな
どである。このような結果の分析と分析結果の活用によって活動の改善点や課題を把握し、今後の活動
に活かすことが必要であり、自分たちの活動プロセスが正しかったのか、成果の出る方法であったのか
をしっかりと検証し、次の活動に活かすことが必要である。また、この活動によってその対象者の心の
ケアができたのか（目標が達成できたのか）などこの活動や成果が事業全体の目標、ビジョンに対しど
の程度近づけることができたのかを検証することが必要である。

　アウトリーチ活動は、実施者の体感としては成果が出ていると感じられる活動であるが、具体的な目
的設定とその検証によって、その成果を明確にすることで事業実施者がそのステークホルダーに説明責
任が果たせれば事業の継続性や市民への説明を果たすことができる。音楽アウトリーチ活動は、音楽の
普及や社会貢献に大きく貢献する可能性を秘めている。しかし、活動の質や効果を評価する仕組みはま
だまだ道半ばであることから、多くの課題が残されていることも否めない。今後は、芸術文化分野での

2025-03-321_08_第3部.indd   682025-03-321_08_第3部.indd   68 2025/05/01   18:04:042025/05/01   18:04:04



－69－

評価方法の確立に向けた取り組みを進めるとともに、評価専門家との連携強化など、新たな道を模索す
る必要がある。そして、これからは実施している事業のその有効性や効果について説明をする必要性が
高まるだろう。そのためには、関係者が協力し、活動の目的や成果を共有しながら、より精度の高い評
価基準を確立することが欠かせない。また、評価結果を今後の活動に反映し、より多くの人々に音楽の
持つ力を届けるための仕組みを整えていくことが求められる。さらに、音楽アウトリーチ活動の発展は、
芸術文化業界全体の未来にも深く関わっている。音楽をはじめとする芸術文化は、単なる娯楽や鑑賞の
対象にとどまらず、人々の心の豊かさを育み、社会的課題の解決にも貢献できる可能性を持つ。そのた
め、文化政策の中でアウトリーチ活動の意義を再評価し、持続的な支援体制を構築することが求められ
る。芸術文化が社会に果たす役割を、具体的な根拠をもって明確に示すことが、今後の発展には不可欠
であろう。
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コーディネーターレポート
桜井　しおり（一般社団法人IROHAMO おとみっくアーティスト・ディレクター、東京文化会館ワークショップ・リーダー）

皆既日食と音楽—特別な時間の共有
　2024年、世界は再び壮大な天文ショーに魅了された。４月８日、北米を中心に皆既日食が観測され、
多くの人々が空を見上げ、光が消え、そして再び輝きを取り戻す神秘的な瞬間を目の当たりにした。
　日食は、日常では決して味わうことのできない特別な時間を生み出す。それは、音楽がもたらす魔法
のようでもある。演奏が始まると空気が変化し、観客が音に包まれ、最後の音が消えた瞬間、そこには
かつてなかった感動と静けさが訪れる。音楽とは、単なる音の集まりではなく、時間と空間を超えて人
の心を揺さぶる力を持っているのだ。
　福島県西郷村で実施したクラシック音楽のコンサートもまた、日食のような特別な現象を生み出した
のではないかと感じている。長年クラシックコンサートが開催されてこなかったこの村に、新たな光が
差し込んだ瞬間だった。

福島県西郷村での挑戦
　2024年度、福島県西郷村と熊本県荒尾市の二地域で音楽振興事業を担当した。中でも、西郷村での事
業は、「おんかつ（公共ホール音楽活性化事業）」の理念を体現する意義深い取り組みとなった。
　西郷村は福島県南部に位置し、人口は約21,000人。2017年以降、クラシック音楽のコンサートは一度
も開催されておらず、固定席を備えたコンサートホールもないなど、本格的に音楽を楽しむ環境が整っ
ていなかった。
　そのような背景の中で、「本格的なクラシック音楽を村民に届けたい」という強い想いを抱いていた
のが、本事業の担当者・天倉さんだった。

音楽を通じた地域活性化—事業の目標
天倉さんが掲げた目標は、次の３点に集約される。

１．一流のアーティストによる本格的なクラシック音楽を届ける
クラシック音楽に触れる機会が長く途絶えていた村に、新たな文化の光を灯す。

２．音楽を通じて、文化や伝統を大切にする心を育てる
音楽は娯楽にとどまらず、地域の文化的価値や感性を育む力を持っている。

３．できるだけ多世代に届ける
特に、小学生や福祉施設の利用者など、音楽に接する機会が少なかった人々にもその魅力を届ける。

　こうした目標のもと、今回のコンサートは単なる一度限りの公演にとどまらず、西郷村の文化的な未
来を見据えた意欲的な試みとなった。

コンサートの設計—音楽が生まれる空間をどうつくるか
　今回のコンサートでは、ピアニスト 今田篤 氏を迎え、本格的な２時間のプログラムを構成した。そ
の設計には、次のような工夫を取り入れている。
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・対象は小学生以上に設定。
→ �当初は全年齢を対象とする案もあったが、クラシック音楽をより深く楽しめる層を優先し、対

象年齢を絞った。
・プログラム構成：アンコール込みで２時間。

→ �「親しみやすい曲」から始まり「大曲」「有名曲」へと流れる構成で、クラシック初心者にも配慮。
・客席レイアウトの革新：ピアノを会場の中央に配置し、観客が360度囲む形式。

→ 聴衆との距離感を敢えて縮めることで、演奏者の息遣いや瞬き、空気を感じてもらいたい。
・照明演出：演奏者とピアノに集中できるよう照明を調整。

→ �一方で、奏者が集中して演奏する妨げにもなる為、極力照明を奏者に焦点を絞り、まるでホー
ルで演奏しているような演出を図った。よって、会場全体が音楽と一体となるような特別な空
間を創出することが出来た。

文化の発掘としての音楽
　「地域に眠る文化資源は、発掘されなければ見えない」という視点は非常に重要だ。しかし、発掘す
るだけでは十分ではない。それが地域にもたらす影響、つまり「どのようにして地域の誇りやアイデン
ティティへと昇華されるのか」という点にも目を向ける必要がある。
　文化資源は、ただ存在しているだけでは意味を持たない。適切な形で光を当て、地域社会と接続させ
ることで、はじめて価値が生まれる。音楽もまた、そうした「発掘されるべき文化」のひとつであり、
今回のコンサートはまさに「文化資源の可視化」を果たしたと言える。
　しかし、文化の発掘が一度限りの出来事で終わってしまえば、それは単なる「特別なイベント」にす
ぎない。重要なのは、そこから生まれた文化的な波及効果をいかに持続可能なものへと転換するかだ。
音楽が地域に根付き、日常の一部となるためには、一過性のものではなく、長期的な視点に立った取り
組みが求められる。

未来への展望
　コンサートのチケットは、なんと１週間前に完売した。西郷村にはクラシック音楽を求める人々が確
実に存在していたことが証明された。さらに、特筆すべきは観客の集中力だ。楽章の途中で拍手が入る
こともなく、会場全体が音楽に没入し、奏者と一体となる特別な時間が生まれた。
　音楽の持つ力は、一度きりのものではない。それが聴衆の心に刻まれ、波及され、やがて次の文化的
な動きを生み出していく。「次の光が差し込むとき」、西郷村はどんな景色を見せるのか。それは、今こ
こで生まれた文化の萌芽を、どのように育てていくかにかかっている。音楽を通じた地域活性化の試み
は、始まったばかりだ。
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コーディネーターレポート
佐藤　良子（静岡文化芸術大学 文化政策学部 准教授）

直感が、確信に変わるおんかつを目指して
　今年度のおんかつでは、徳島県勝浦町を担当させていただきました。勝浦町がおんかつに申請したきっ
かけは、町長自ら「市町村長セミナー」にておんかつアーティストの実演に触れたことだったとお聞き
しています。アーティストの生の演奏から、音楽の持つ力を感じ取られたことは間違いないと拝察しま
す。そこから「勝浦町でもおんかつをやってみよう」とお考えいただき、エントリーしていただけたこ
とをコーディネーターとして大変嬉しく思います。
　おんかつ勝浦町の企画内容については本報告書45頁〜46頁に記載していますが、令和６年度が始まり
おんかつ実施に向けて全体研修会、そして個別研修を経て本番へと、ご担当者である勝浦町教育委員会
の海川さんに伴走させていただきました。先のページでも述べた通り、海川さんは全体研修会で西村さ
んのアーティストプレゼンテーションを観て、「ぜひ西村さんに来ていただきたい」と直感的に思われ
たそうです。ただ、実際に本番に向けて準備を進めていく過程では、「ほとんどコンサートが行われた
ことがないうちの町の会場で、テノール歌手のコンサートを開催して、本当にお客様がお越しくださる
のだろうか」と半信半疑、むしろ大変ご心配されたことと思います。担当コーディネーターとしてオン
ラインも含めて何度も打ち合わせを重ねながら、そのお気持ちをひしひしと感じていました。
　しかし、いやだからこそ、できる限りのことをやってみるというスタンスで、チケット販売や広報に
関しては町の運動会やイベントで自ら「出前販売」したり、新聞社への取材アプローチをしたり、町内
の道を車で走ればあちこちで見かけるほどにコンサートのポスターを掲示したり……また、コンサート
ホールのような施設・設備が整っているわけではない会場のコンディションに関しても、ピアノや照明
機材の手配、教育委員会及び他部署を含めた町職員の方々のサポート体制づくり、施設を管理する
NPO法人の職員さんや場内案内のスタッフさんとの連絡など、地道で細やかな作業と、時に周りの方々
を説得しながらの準備プロセスだったことと思います。コンサートを初めて開催する “プロデューサー”
としてはすべてが試行錯誤の中で、様々な心配事がありながらも、ぶれずに進めていかれたご様子はと
ても心強いものでした。
　主担当の海川さんのみならず、勝浦町おんかつで特筆すべきは教育委員会の皆様一丸となってコン
サート開催に取り組んでくださったことです。ほとんどコンサートが行われたことがない会場、すなわ
ち音響や照明などの専門の技術スタッフさんがいない中で、西村さんと演出の可能性を探り、必要な役
割を教育委員会の方々がスタッフとして担当されました。重要なピンマイク（トーク時）のタイミング
や照明のきっかけ等を、リハーサルを繰り返し、進行表を頭に叩き込んで本番に臨まれました。また、
会場ロビーには、壁という壁に、アクティビティの写真を何十枚も貼ってくださいました。ロビーの壁
じゅうにアクティビティの写真が貼られた光景は、少なくとも私はこれまでに見たことがなく、２日間
のアクティビティが勝浦町にとって大切な時間になったことを感じさせるものでした。ほかにも、ご来
場者のための駐車場やバスの手配、場内アナウンス等々、公演の実施においていずれも欠くことのでき
ない役割を、教育委員会を中心とするお一人お一人が、緊張しつつ楽しみながら担ってくださったこと
で、「皆で支えるおんかつ」が実現したと言えるでしょう。
　さらには、アクティビティの合間などの時間を通して、少しずつ西村さんと教育委員会の皆様とのコ
ミュニケーションが深まっていく中で、西村さんのコンサートをぜひ成功させようという雰囲気が作ら
れていったことは、大変重要な流れだったと思います。４日間でここまでのスクラムが組まれたことは、
ひとえに勝浦町入りしてから西村さんの音楽を間近に聴き・見たことで、関係者の皆さんとおんかつの
意義を共有できたということに尽きるでしょう。また、その前提として、上記のように地道な準備はな
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くてはならないものでした。スタッフの気持ちは西村さんにもしっかりと伝わり、結果、コンサートは
２時間たっぷりの熱演が繰り広げられるとともに、会場にはアクティビティ先の子どもたちや先生方も
来場されて満員御礼。会場で感じた大勢のお客様の熱気は、私自身、個別研修で下見させていただいた
時には想像できなかったほどでした。こうしたプロセスを経て、「西村さんに来ていただけて良かった」
という確信を海川さんに持っていただくことができたと思います。
　以上今年度の勝浦町おんかつを振り返ってきましたが、一方でおんかつの現場を担う体制には、様々
な状況があり、十分な人員が配置できるとも限りません。ただ、おんかつは、ご担当者一人では乗り切
れないのも確かです。今回の勝浦町おんかつを踏まえてあらためて、組織内外の人たちの理解やサポー
トを得てともに何かを創り上げることができた時に、そこで生まれる信頼関係や人的ネットワークが、
おんかつにおける重要なレガシーではないか、と考えました。こうした基盤の上に音楽の持つ力が最大
限に発揮され、「やっぱりこのアーティストに来ていただけて良かった！」とご担当者さんが確信でき
るおんかつを目指し、今後も準備と実施体制づくりのお手伝いができればと思います。
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　今年度のおんかつは、研修会では各担当者たちの経験やホール事業に対する感覚、おんかつの理解度
に差があるのは恒例のことで、それはおんかつに限ったことではありませんが、公共ホールの課題も改
めて感じました。特に前任者がおんかつに応募していて、引き継ぎもあまりなく研修会に参加するとい
うこともあり、担当者のモチベーションが非常に大切な事業なので、応募の際にはホール内部でもコン
センサスを取っておいてもらえると事業としては成果を出しやすいと思います。ホールの人事について
は、自分のアーティストとしての経験上でも事業の途中で担当者が異動になり事業がゼロからやり直し
になることもままあり、役所のように誰でもどの部署でも構わないという人事はこと文化芸術分野に関
しては他の先進国のように専門性と継続性を重視してほしいと願うばかりです。おんかつ事業、そして
研修会もそういった現状で成果を出すため、そしてわれわれコーディネーターもその専門性を担保する
ためにいるわけなので小言を言っている場合では無いのですが、一般財団法人地域創造も昨年30周年を
迎えたところで、公共ホールの課題についても改めて考えたいところです。
　研修会は例年通り和気藹々と進み、２年目となったアーティストたちのプレゼンテーションにも工夫
がみられ、頼もしく見届けることができました。それぞれの担当者が頭を悩ませアーティストを選び事
業を組み立ててみるところまでが研修会ですが、今年度に関しては、担当者がやろうとしている事業と、
選んだアーティストに乖離があると感じる組み合わせがいくつかありました。その原因や対策について
は来年度以降の研修会に取り入れていきますが、音楽やアーティストの力をどのように地域の取り組み
に活かしていくか、活かしていけるのかということを、おんかつを通じて担当者やホール、地域の方に
感じてもらえるかが、この事業の使命だと改めて感じました。その経験を経て、おんかつ支援事業へと
ステップアップしていっていただけると我々としても嬉しい限りです。
　私の今年の派遣先は滋賀県長浜市の木之本スティックホールでした。担当者の川崎さんは前任者が応
募していたパターンで、研修会でも非常に悩まれていました。こんなに担当者が考えなくてはいけない
事業だとは思っていなかったそうです。研修会、プレゼンテーションを経てアーティストはモデトロ・
サクソフォン・アンサンブル（以下モデトロ）さん、アクティビティ先は、小学校２校、高校の吹奏楽
部、高齢者福祉施設となりました。川崎さんとは、アクティビティを通じて地域とホールの繋がりを作
るということを目指しました。特に高齢者福祉施設でのアクティビティは、施設側も初めての試みでし
たが通所者の方々からも非常に喜ばれ、コンサートにも多くの方が訪れてくれました。普段ホールに来
られない方々のところに赴き、そしてホールに来てもらう、そこから新しい地域につながりができると
いう最高の成果を出すことができました。それはもちろんモデトロさんの演奏の素晴らしさと、アクティ
ビティのプログラムが昨年度よりも楽器を身近に感じられる内容にブラッシュアップされていたことも
成功の要因でした。他の実施館でもアーティストたちの１年目を経てのアクティビティやコンサートの
ブラッシュアップがあったと聞いています。登録アーティストたちにとってもこの事業が充実したもの
になってくれていて嬉しい限りです。
　今年度には、来年度からの新規アーティストの研修もありました。特に印象的だったのは、ユーフォ
ニアム、チェロ、バリトンの方々が、どうコンサートとアクティビティを組み立てるかという話し合い
で、最後にそれぞれ現状の方針を発表しました。その発表はアーティストとして自分の音楽をどう考え
ているかそのもので、それこそがアクティビティで伝えるべきことだと、来年度のおんかつがとても楽
しみになりました。
　最後に、アクティビティで「音楽を自由に聴いてほしい」ということをどう伝えるかという課題も感
じています。やり方はいく通りもありますが、前段としてこのように聞いてみましょう、次はこのよう
に聞いてみましょう、では最後に自由に聞いてみましょう、という流れが多いと思いますが、前段の設

コーディネーターレポート
多田　淳之介（演出家、東京デスロック主宰、リージョナルシアター事業派遣アーティスト）
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定も大事ですし最後に自由に聞いてもらえれば最高ですが、大切なのは、自由を感じて聞いてもらえる
ことだと思います。人間は本当に自由にと言われると不自由を感じることも多くありますから、不自由
さを感じない枠組みをつくり、その中で自由を感じてもらいながら音楽を楽しんでもらえる工夫ができ
ると「音楽を自由に聴く」「音楽は自由なんだ」ということを伝えられる一助になるのでは無いかと思
います。
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　公共ホール音楽活性化事業（通称おんかつ）では、各市町村の公共ホールが中心となり、アーティス
トを迎えて、アクティビティ４回とホールコンサートを１回開催します。このように枠は決まっていま
すが、どのようなアーティストと協働するか、どんな内容を企画するか、アクティビティはどこに行く
かなど、それぞれのホールが主体的に企画を生み出していきます。
　今年担当させていただいた高知県香南市では、担当の山下さんの柔軟な発想と実行力によって、その
地域のオリジナルの取り組みが実現しました。ご一緒したアーティストは、ジャンルを横断して活躍す
るギタリストの閑喜弦介さん。本レポートでは地域団体との共演にあたり、留意した点について触れた
いと思います。

●地域資源の発掘と活用
　おんかつの企画は地域に目を向けるところから始まります。地域にはどのような方がいるか、その中
でホールに来てくださっているのはどんな方か、アプローチできていない層は普段何をしている方だろ
うか…など、地域を見つめ直し、そこからその地域の中でホールが果たすべき役割を再考します。
　香南市では、山下さんの親御さんの世代が文化活動を盛んに行い、活動を行う場所が必要だと声が上
がって、夜須公民館の建設に至ったというエピソードをお伺いしました。間近に高台への移転も控えて
おり、この夜須公民館での文化活動を自分たちの世代で盛り上げていき、移転後にも活動をつなげてい
きたいという思いから、働き世代の方とその子どもが楽しめる企画作りが始まりました。働き世代の方
やその子どもたちがアクティビティや公演の体験を持ち帰って家族に共有し、感想を伝え合うことをイ
メージし、アクティビティでは学校やPTAにアプローチすることになりました。
　また、コンサートでは、地域の方々が世代を超えて共通の体験である「手結（てい）盆踊り」に着目
し、盆踊りと閑喜さんのコラボレーションを披露できないかというアイディアにつながりました。

●共演に向けた留意点
　地域に目を向けるのと同時に大切な視点は、アーティストによる「本物の音楽体験」を提供するとい
うことです。アーティストのみなさんが幼いころから修練を重ね、人生をかけて取り組んでいる音楽や
表現したいことを余すことなく伝えられるか、また、アーティストとお客様がその体験に集中できる環
境をつくれるかという点も注意を向けなければいけません。
　特にコンサートでは、企画構築で固めたコンセプトをアーティストに伝え、双方での話し合いを踏ま
えて、アーティストがその思いをプログラムに落とし込み、コンサートという場で表現し、お客様に伝
えていきます。
　アーティストはそれぞれに伝えたい音楽や世界観を持っているため、地域の方との共演にあたっては
いくつかクリアしなければならないポイントがありました。今回特に注意したポイントは、①共演する
目的や効果を共有できているか（必然性があるか）、②共演による相乗効果を期待できるか、③有料の
集客公演としてお客様に納得していただけるクオリティの作品を提供できるか、④互いにリスペクトの
ある関係を構築できるか、という点です。
　企画段階では実現できるのか不安に思うこともありましたが、閑喜さんとの打ち合わせを経て、閑喜
さんが日本の民謡との共演経験があり、具体的なイメージを持つことができた点、そして企画のコンセ
プトに共感してくださったことで、留意点をひとつずつクリアすることができました。また、盆踊り保
存会の皆様がギターとの共演を楽しみにし、リハーサル中も閑喜さんの演奏に耳を傾けながら柔軟に対
応くださったことによって、ひとつの作品として創り上げることができました。そして、これはアーティ

コーディネーターレポート
三浦　幸恵（公益財団法人東京都歴史文化財団（舞台制作担当／令和６年度東京都行政実務研修員・東京都生活文化スポーツ局文化振興部勤務））
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ストの力だけでなく、盆踊り保存会とアーティストの架け橋として、企画を丁寧に説明し、真摯な姿勢
でコミュニケーションを重ねてくださった山下さんのご尽力があってこそ実現したものだと感じます。

●リハーサル時間の確保
　おんかつは、１日目・２日目はアクティビティを各２回、そして３日目にはホールコンサートが控え
ており、滞在中はタイトなスケジュールの合間にコンサートのリハーサルも組み込まなければなりませ
ん。リハーサルは企画の内容等により異なりますが、おおよそ１日目に演奏の位置決めをし、２日目に
は照明などのテクニカルチェック、３日目にはゲネプロと段取りを踏みます。
　今回の香南市では、閑喜さんのソロ演奏のリハーサルに加えて、盆踊り保存会との共演のために２日
目の夕方に１時間程度、さらに翌日ゲネプロでは30分ほどのリハーサル時間を確保し、余裕をもって本
番を迎えることができました。
　今回は、閑喜さんがギター・ソロであったため柔軟な対応が可能であったことが大きいですが、タイ
トなスケジュールの中で共演のために１～２時間のリハーサル時間を確保することは、アーティストと
ホール双方に負荷がかかるものです。時間に余裕がない状況では、作品のクオリティ向上が難しくなり、
それぞれが無理を重ねることで本来の実力を十分に発揮できない恐れがあります。そのため、共演の目
的や効果を関係者全員が十分に理解した上で、それを実現するために必要なリハーサル時間を確保でき
るのかどうか、企画段階で慎重に検討する必要があります。

　おんかつは、４回のアクティビティと１回のコンサートと枠組みは決まっていますが、可能性は無限
大です。そのため担当者にとっては悩むことも多いと思いますが、改めて地域を見つめ、アーティスト
の魅力を地域の方に伝えるだけでなく、その地域やホールの魅力を再度発見・発掘し、地域の方々と分
かち合う時間になるとより充実した事業になるのではと思います。
　本レポートでは、私もあまり経験がなかった地域の団体とのコラボレーションで留意した点について
書かせていただきましたが、これはあくまで一例として、地域団体との共演やコラボレーションの際の
参考になりましたら幸いです。
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　クラシック音楽の公演制作を考える中で、ダンスや演劇と比較して舞台づくり＝ステージをいかに魅
せるかということに重きを置く方がどれだけいらっしゃるでしょうか。私自身がその部分の経験値が圧
倒的に少ないと自覚していたものの、おんかつ事業に限らず私が関わった現場において、制作やテクニ
カル側の作業を間近で見られる機会が多かった今年度は、公演を制作していく過程で、聴こえてくる音
だけが音楽のすべてなのだろうか、見えているものだけが世界のすべてではないように、その音楽の先
の奥行き、深さから感じることも多いのではないだろうかと改めて考えさせられるものでした。設備は
もちろんのこと、スタッフも含めて様々な要素によってできることが違ってきます。実施団体がどのよ
うな客層に届けたいのか、アーティストと観客の距離感をどうしたいのか、その思いにアーティストが
どう応えていくのか、検討できることも様々です。
　おんかつでは、アクティビティだけでなくホール公演もメインターゲットをどうするかといった対象
者を絞りこんで考えてもらうことが多いので、どうしたらそのターゲットとなる観客に音楽を届け、楽
しんでもらえるかを考えるわけですが、そこで舞台や照明といったテクニカルな部分もとても大事な要
素であると思います。オペラは舞台美術も含めて総合芸術的なところがありますから別ですが、一般的
なクラシック公演では、反響板もあることでなかなか照明を駆使した公演に関わることもなく、ステー
ジ明かりとして全照か演奏エリアに絞るか、あるいは色を付けるのであればサーチライトを設置するか
など、限られた選択肢の中でむしろ照明でどうにかしようという意識が優先順位として低かったのが正
直なところでした。一般的なコンサートのようにステージ上を明るくし客席を暗くすれば、アーティス
トがいるステージ上に特別感が出て、アーティストと観客の距離感が出ますし、照明を絞っていけばそ
の明かりに向かって集中力が増すような感覚があります。一方で、客席を明るい状態にし、舞台上から
も観客の表情が見えるような明るさになると、ステージと客席の境界線が薄まり相互の距離感が縮まる
ような効果があると思います。ステージと客席の照明の明るさの差だけでも、ステージを近くに見せる
か、特別な場所に見せるかが表現できるわけです。舞台上の設えや照明の使い方によって、舞台にいか
ようにも広がりを持たせられることができると感じます。
　今年度担当した兵庫県福崎町と島根県安来市では、アーティストのイメージに合う舞台作りに会館の
テクニカルがとても積極的に関わっていただいたことが、コンサートをどう届けるのか、どう魅せるの
かも含めて公演内容を深める要因になったことと思います。兵庫県福崎町では、照明を際立たせるべく
客席は暗くすることで、西村さんのステージに特別感を出すことにつながったと思います。ステージ上
の様々な色、色の当て方、明暗の差、きっかけへの対応など、アーティストの要望に応えるべく、技術
スタッフを手配していただいたことも大きかったと思います。また島根県安来市では、０歳児からのファ
ミリーコンサートで未就学児も入場可能にしており、会場の前方席をつぶしパンチカーペットを敷き、
地べたに座れる環境にしたり、客席明かりも基本的には明るいままにしたりと、物理的にも心理的にも
アーティストとの距離を近くするステージを目指しました。
　どちらも実施団体が求める地域住民に届けたいことに対するアーティストのアプローチが素晴らし
かったことは言わずもがなですが、表現する側にも、その表現から感じる取る側にも舞台や照明が大き
く影響しうるものだと改めて実感したところです。ただ、このように舞台を作りこんでいくには、日頃
からホール職員が技術スタッフとコミュニケーションを密にとっていただくことは非常に大切です。専
門的なことはすべて理解できないまでも、ご自身のホールで技術的にできること、それを実現するため
には何名のスタッフが必要になるのかなど、多くのことを把握できるよう心掛けてみてください。それ
から、事業担当者の皆様には、事前のリハーサルに立ち会っていただくことを強くお勧めします。どの
ような流れで公演が進んでいくのか、曲間ではどういう言葉を紡ぐのか、照明のきっかけはどうなのか、

コーディネーターレポート
仕田　佳経（一般財団法人地域創造 ディレクター）

2025-03-321_08_第3部.indd   782025-03-321_08_第3部.indd   78 2025/05/01   18:04:042025/05/01   18:04:04



－79－

アーティストはどういう動きが予想されるのかなど様々なことを把握することは、担当者にとって非常
に大切なことです。いろいろな公演を経験することで、皆さんが企画する自主事業や公演制作の幅も広
がっていくのではないでしょうか。

　４月に開催される全体研修会では、このおんかつ事業に取り組むための心構えから、地域に向き合う
こと、なぜやるのか、誰に届けるのか、アーティストとどう協働していくのかなど、様々な観点からの
ゼミを実施します。我々コーディネーターや講師の話をどう受け取っていただけるのかは、担当者の経
験してきたことやどのような意図をもって参加されているのか、みなさまそれぞれの心持ちにもよると
思いますが、たとえどのような受け取り方をされても、こうしなければいけないと方向性を縛ることの
ないよう気を配りつつ、相手が受け取ったものを活用できるようにすることがコーディネーターの役目
でもあるのだろうと思っています。担当者からは様々なアイディアが出てきますし、それが実現できた
ら良いなと思うこともたくさんありますが、一方で私の経験の中で考えうる問題点やリスクをお伝えす
ることにしています。中にはそのことでやりたいことを受け入れられなかった、反対されたと受け取っ
てしまう方もいらっしゃいます（私の拙い伝え方の問題です…）が、私としては一旦アイディアをかみ
砕く時間と考えてほしいのです。多くの方に関わっていただく事業ですし相手のある事ですから、時に
は妥協しなければならないこともあるでしょうが、バランスを考えながら一歩ずつ目的へ向かうことが
できればと思っています。
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おんかつから何を学ぶことができるのか
　今年度、アドバイザーとして２箇所のおんかつの現場を視察しました。ピアニストの今田篤さんによ
る西郷村文化センター（福島県西郷村）、そしてモデトロ・サクソフォン・アンサンブルによる荒尾総
合文化センター（熊本県荒尾市）でのおんかつです。ご承知のとおり、おんかつは４回のアクティビティ
と１回のコンサートという共通の枠組みの上で行われる、いわゆるOJT（On the Job Training、実務
を通した技術の指導）による職員研修となっています。今回、２箇所のおんかつの視察で、この研修か
らホールの職員は何を学ぶことができるのか、考察しました。

おんかつの「基礎」を学んだ西郷村
　11月28日から30日までの３日間の西郷村でのおんかつは、３校の小学校でのアウトリーチと、社会福
祉施設の利用者である高齢者や障がい者を対象とした文化センターへのインリーチ、そして総まとめと
なるコンサートという内容でした。アクティビティもコンサートも、おんかつの基本的なスタイルに忠
実だったと思います。小学校でのアウトリーチでは、子どもたちに今田さんが語りかけるテーマは「あ
こがれ」。今田さん自身が幼少からピアノと数々の楽曲に向き合ってきた中で、常に「この曲を弾ける
ようになりたい」というあこがれを抱き続けてきたというお話は、子どもたちの心にとても響いていた
と思います。
　そして、西郷村文化センター大研修室で行われた高齢者や障がい者を対象としたインリーチと最終日
のコンサートでは、会場の設えに丁寧な工夫が施されました。客席は平土間にパイプ椅子を並べる形式
の会場で、舞台を使用せず客席と同じレベルにピアノを配置し、客席はピアノを囲むレイアウトにしま
した。加えて、通常の演奏中はピアノに照明を当てて客席は少し暗めに設定することで、聴衆が演奏に
集中できる環境を作りました。その結果、今田さんと聴衆との関係は近くてリラックスできると同時に、
音楽を聴く姿勢はとても集中している雰囲気が自然と生まれて、極めてクオリティの高いピアノのコン
サートになりました。
　コンサート終演後、担当者の喜びと自信に満ちた笑顔は、アウトリーチやコンサートの企画、制作、
運営の基礎的な技術を学んだ手応えがそのまま現れていたと思います。

おんかつの「応用」とプロデュースに挑んだ荒尾市
　１月29日から２月１日までの荒尾市は、「基礎」に忠実だった西郷村と対照的でした。アクティビティ
は、市議会の議場での市会議員や行政職員を対象とした講演付きのアウトリーチ、ホールの管理運営に
携わるボランティアや民間企業社員を対象としたホワイエでのミニコンサート、小学校と児童養護施設
でのアウトリーチという、各アクティビティ先で対象者の属性が大きく変化しました。それだけ各現場
との調整や必要な配慮は多岐に渡りますが、担当者とアクティビティ先との日々の信頼関係が、和やか
な空気感に現されていたと思います。また、おんかつで数々の経験を踏んできたモデトロの４人は、対
象に応じて柔軟にコミュニケーションのスタイルを変化させて、どのアクティビティでも満足度の高い
ものでした。
　荒尾で特筆すべきは、最終日のコンサートでした。「プロデュース公演」と言っていいほど、おんか
つの「応用」に挑戦しました。実は、おんかつの担当者の二人はアーティストとしての顔を持っていて、
一人はギタリスト・作曲家、もう一人は演出・振付家でもあり、文化センターを拠点に活動している児
童劇団の歌とダンスとモデトロの共演、オリジナル楽曲やアレンジ作品を加えたプログラム構成など、
担当者の「やりたいこと」が満載な企画でした。

アドバイザーレポート
大澤　寅雄（合同会社文化コモンズ研究所 代表・主任研究員）
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それだけ担当者の強い「思い」が籠もったコンサートで、舞台での共演も盛り上がり、聴衆の反応も温
かく楽しんでもらえた様子でしたが、制作や当日運営では調整がハードな点も少なくなかったように見
受けました。

「やりたいこと」や「思い」と現実とのバランス
　アウトリーチでの担当者が持っている「やりたいこと」や「思い」は、おんかつに限らず、ホールの
企画を仕事とするのであれば誰もが持っています（持っているはずなのです）。また、それらがあるか
らこそ、この仕事を続けること、成長することができるのです（できるはずなのです）。しかし、その「や
りたいこと」や「思い」と、現実とのあいだにはギャップが生まれる場合もあります。というか、概し
ていつもギャップがあるものです。
　そのギャップを埋めるためには、「やりたいこと」や「思い」の優先順位を整理することが必要ですし、
関係各位に意図を正しく伝え、円滑にコミュニケーションを図ることが重要です。
　西郷村は「やりたいこと」や「思い」が当初から前面に出ていたようには見えませんでしたが、おん
かつの基礎を学んだことで、担当者のこれからの「やりたいこと」や「思い」が明確になったように見
受けました。荒尾市では、おんかつを応用することで「やりたいこと」や「思い」を実現しようと担当
者は果敢に挑戦し、獲得できた喜びもある一方で、様々なギャップにも直面したようにも思います。そ
のギャップはきっと次なる成長の糧となるはずです。
　おんかつは、「成功」や「失敗」といった一言では語れない学びがあります。ギャップに向き合い続
けることが、おんかつが与えてくれる学びだということに、私自身が改めて気づきました。
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